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一章 南の島の運命の出会い








　プールサイドに眩しい陽射しが降り注ぐ。

　南の島のラグジュアリーホテルが備えたインフィニティプール越しには、きらきらと光り輝く海が見渡せた。

　楽しそうにプールで泳いだり、プールサイドにあるいくつかのカバナで休んでいるのは、ほとんどが仲睦まじそうなカップルだ。みんな幸せそうに微笑んでいる。

「カップルばっかり……。ひとりで来てるのは私くらいよね……」

　カバナにぽつんと座る私──柏かしわ木ぎ由ゆ美み子こは小さな溜息をつく。

　スタイル抜群なわけでもなく、平凡な女でしかない私が、おしゃれな白のビキニを着ているなんて滑稽に思える。この水着は恋人に見せるために買ったのに、まったく意味を成さなかった。

　それというのも、この沖縄旅行は元々、付き合っていた彼氏と来る予定だったのだ。

　重い溜息をついた私は、長いブラウンの髪をかき上げる。

　旅行を予約してしまった段階で、突然彼氏に別れを告げられた。彼が馬鹿にしたように「だっておまえ、まぐろなんだもん」と言ったことは、深く私の心を傷つけた。

　最近うまくいってなかったし、ほかの女の影が見えるのはわかっていたけれど、この恋愛がうまくいかなかったことすべての責任が私にあるように言われるのは腹が立つ。

　結局追及する気にもなれなくて、彼と別れた私は沖縄旅行の予約を一名分に変更したのだ。

　いわゆる失恋旅行である。

　旅先の綺麗な景色を楽しみ、ゆっくりとバカンスを満喫して、失恋したことなんて洗い流そう。

　……と思ったのだけれど、幸せそうなカップルを目にすると、ひとりであることを再認識しては孤独に陥るという有様だった。

「はあ……恋愛の最後は綺麗に終わりたいよね。あんなこと最後に言うことないでしょ……。ホント傷ついたなぁ……」

　虚しい独り言がプールサイドに溶けて消える。

　元彼への恋情はまったく残ってないけれど、『まぐろ』と言われた傷は癒えないだろう。

　再び重い溜息をつきつつ、華やかな花が飾られたドリンクを手にして、ストローで啜る。

　グラスに浮かんだライムや薄切りのフルーツが色鮮やかで美しい、南国らしいジュースだ。

　そのとき、空いていた隣のカバナに人が来た気配がした。

　ちらりと目をやると、カバナの純白のカーテンがふわりと風に舞い、逞しい体躯の男性のシルエットを映し出す。

　──ひとりなのかな……そんなわけないか。

　ここはカップルに人気のホテルだし、プールもカップル仕様だ。ふたりで座れる広いカバナが並んでいることからも、おひとりさまは想定していないことがわかる。

　きっと恋人のために先に席を取っているとか、そういうことだろう。そんな気の利く男性と付き合えるなんて、幸せな彼女だ。

　ジュースを飲みながらプール越しの海に視線を戻す。

　すると、隣のカバナに座った男性がスタッフを手招いた。

　お仕着せをまとったスタッフはすぐに男性のもとへ駆けつける。

「ご注文でございますか？　メニューはこちらになります」

「いや、あれをくれ。あちらの女性が飲んでいるものは、なんというのかな」

　はっとした私が視線を向けると、彼はまっすぐに私を見ていた。

　射貫くような強い双眸に、どきりと胸が弾む。

　意志の強そうな眉に、切れ上がった眦。アーモンド型のぱっちりとした双眸。鼻梁はすっきりとしていて、やや薄い唇は形よく整っている。

　鍛え抜かれた体躯は逞しく、肩幅が広いのに腰は引き締まっていて、脚が長い。惚れ惚れするような男前だ。

　彼は二十二歳の私より年上だろうか。若そうなのにどこか貫禄が滲み出ている。

　質問されたスタッフが言い淀んでいるので、私は笑みを浮かべてグラスを掲げた。

「ホワイトフルーティ・ビアンカです。ここのオリジナルのジュースなので美味しいですよ」

「ありがとう。ホワイトフルーティ・ビアンカだね」

　礼を述べた男性は、とびきりの笑顔で応えてくれた。甘くて低い声音が私の鼓膜を心地よく揺さぶる。

　注文を受けたスタッフが下がると、ややあって彼のもとに私と同じジュースが提供された。

　ひとり分だ。

　彼が一杯しか注文しなかったからである。

　──彼女の分はいらないのかな……。

　それとも、席に来てから本人が決めるとか、そういうことだろうか。

　不思議に思っていると、ジュースを飲んだ彼は私に話しかけてきた。

「美味しいね。きみが飲んでいるのを見て、美味しそうだと思ったんだが、南国の味がするよ」

「そうですね。プールサイドで飲むジュースは格別な味がしますよね」

「……失礼だが、きみはひとりなのかな？　ジュースがひとつしかないが……」

「あ……そうなんです。ひとり旅なんですよ。もしかして、あなたも？」

　私のカバナにはひとり分のバスタオルしか敷いていないし、ジュースもひとつしかない。いつまで経っても誰も現れないので、ひとりなのは明白だ。そしてそれは彼も同じだった。

「俺もひとり旅なんだ。仕事の合間を縫って、ふらっと旅に出るのが好きでね」

「素敵な趣味ですね。私なんて……失恋旅行ですよ」

　重くならないよう、明るく言って、私は肩を竦めてみせる。

　驚いた彼は瞠目した。

「きみのような魅力的な女性を見限る男がいるなんて、信じられないな。誰かは知らないが、とてつもない馬鹿者だね」

「そう言ってもらえると救われます。失恋したこと、実はショックだったので……」

　そんな優しい言葉をかけてもらえるなんて、思ってもみなかった。

　私の知る男性は自らの保身ゆえか、元彼の味方をする人しかいなかったから。

　しかも彼は私を、魅力的な女性と言ってくれた。たとえお世辞でも嬉しかった。そんなことは誰にも言われたことがない。私は彼氏に見せるはずだった新品のビキニを着てプールサイドにいる、孤独な女なのに……。

　ほろりと、私の目から涙の雫が零れ落ちる。

　今まで抱えていた様々なことが巡り、胸が詰まって痛い。彼の言葉がきっかけで思いが溢れてしまったみたいだ。

　私は慌てて指先を這わせて、涙を拭った。

「あ、あれ？　すみません、目にごみが入ったみたいで……」

　恥ずかしい。知り合ったばかりの人に失恋を話して泣いてしまうなんて。

　でも私は、ずっと泣きたかったんだ……。

　誰かに話を聞いてほしかったのかもしれない。

　彼は静かに席を立つと、私の傍にやって来た。

　けれど不躾に隣に座るようなことはせず、カバナの傍に屈んだ彼は、薄い笑みを浮かべて私を見上げる。

「泣いていいんだよ。でも、ここじゃ恥ずかしいかな」

　優しく言葉をかけられ、喉を詰まらせた私は頷きながら、バスタオルで顔の半分を隠した。

「そうだ。俺はこれからレンタカーで埠頭へ行く予定なんだけど、きみも一緒にどうだい？」

「……ご一緒して、いいんですか？」

「もちろん。気晴らしになるだろう。もし気が晴れなかったら、俺の隣でゆっくり泣くといい」

　私の気持ちに寄り添おうとしてくれる、優しい人だ。私は彼の提案に乗ることにした。

「いいですよ。私も気晴らししたいと思っていたところです」

「よかった。俺は玲れ音おん。きみの名前を教えてもらってもいいかな？」

　玲音だなんて、素敵な響きの名前だ。

　優しくて精悍な彼にぴったりの名前だけれど、もしかしたら偽名かもしれないという考えが、ふと頭を掠めた。だって彼は苗字を名乗らない。それに手慣れている感じがする。

「ユミ……です」

「ユミだね。可愛らしいきみによく似合ってる名前だ。それじゃあ着替えて泣いた顔を整えておいで」

「はい」

　私も彼に合わせて苗字を名乗らず、偽名を使った。

　罪悪感がないわけではないが、どうせバカンスでの付き合いだし、失恋した直後なので、新しい自分になりたいという思いもある。

　私たちはプールサイドをあとにした。

　ホテルの部屋でワンピースに着替え、ロビーに降りる。車寄せには、すでにレンタカーに乗った玲音がいた。純白の高級車で、とても素敵な車だ。

　彼はわざわざ車から降りて、私を出迎える。

「待っていたよ。もしかしたら来てくれないんじゃないかと心配してた」

「約束したんですから、ちゃんと来ますよ。玲音さんとのドライブ、楽しみです」

「玲音、と呼び捨てでいいよ。俺も、ユミと呼ぶから。敬語もなしでいい。気楽に話そう」

「わかったわ……玲音」

　旅行の間だけの友人のようなものだから、そのつもりでいよう。

　爽やかに微笑んだ玲音は恭しく私の手を取り、車に導く。

　助手席のドアを開けた彼は、私を席に座らせてドアを閉めた。そうしてから彼は運転席側に回り込む。

　まるで王子様がお姫様を扱うように大切にされて、私の胸がきゅんと高鳴った。

　車を発進させた玲音は軽快にハンドルを操り、ホテルの私道から大通りへ出る。

　南国らしく、道路脇には椰子の木が並んでいた。窓を開けていると気持ちのよい風が吹いてきて、心地よく頬を撫でる。

　運転している玲音は精悍な横顔を見せている。

　今着ている白のポロシャツ越しでも、彼の逞しさがわかる。

　こんな美丈夫なら、女性が放っておかないだろう。ひとり旅とは言っていたけれど、恋人がいないとは言っていない。

　けれど、恋人はいるんですかなんて訊ねるのは、バカンスでは野暮に思えた。

　シャープな顎のラインに見惚れていると、ハンドルを握っていた玲音は、ちらりとこちらに目を配った。私は慌てて目を逸らす。

「涙は引っ込んだかな？」

「あ……そうね。ドライブが楽しくて、失恋したことなんて吹っ飛んだみたい」

　笑ってみたものの、早々に傷が癒えるなんてことはなく、私の胸の奥には澱みが溜まっていた。気にしないふりをして笑顔を浮かべ、景色を眺める。

　前方を見て運転しながら、玲音は軽快に話し出した。

「実はね、プールできみが気になったから隣に行ったんだ。でもどうせイケメンの彼氏が来るんだろうとは思ったんだけどね」

「やだ、そんなのいないわ。私のほうこそ、いつ玲音の隣に美女がやって来るのかな、なんて思っていたの」

「はは。それはないよ。俺たちはお互いに意識し合ってたみたいだね」

「だって、玲音はすごく素敵だから……。きっとモテるんでしょう？」

「否定はしないけど、俺は好きになった人としか付き合いたくないんだ。さっきみたいに声をかけたのも、ユミが初めてだよ」

「そ、そうなのね」

　なんだか、私のことを好きになったから声をかけたみたいに受け取れてしまって、頬が熱くなる。

　私は人目を引く美人などではなく、凡庸な女だ。

　男性に声をかけられたのは、これが初めてだった。元彼とは友人の紹介で知り合い、なんとなく付き合うようになったので、告白されたわけではない。

　だから玲音が私を意識したのも、ひとりだったからという理由で、たまたまなのだろう。

　それでもよかった。運命の出会いを感じるほどのロマンチックさは、もう持ち合わせていないけれど、玲音とこうしてドライブするのは心が浮き立つ。

　穏やかな彼と話していると、ささくれ立った気持ちが少しずつ凪いでいくように感じた。それに、玲音の声が低くて柔らかいので、とても落ち着く。

　その後も島の名産品などについて和やかに話していると、やがて目的地の埠頭に辿り着いた。

　車を降りた私たちは家族連れやカップルなど様々な観光客に混じり、有名な観光地である埠頭や洞窟を歩いて見学した。貴重な鍾乳洞には幻想的な風景が広がっていたが、なぜか私は玲音の広い肩や背中、彼の精悍な横顔にばかり目がいってしまう。

　そこでも玲音は私を気にかけ、足場の悪いところでは手を引いてくれた。

「足元に気をつけて」

「え、ええ」

　彼の手のひらの熱が伝わり、私の胸はどきどきと鼓動を刻む。

　玲音に意識が集中してしまって、時間が早く過ぎていくのを感じた。

　歴史ある観光地を堪能して駐車場に戻ってくると、空には急速に黒い雲が広がっていた。

「スコールが来そうだ。ユミ、車に乗って」

「ええ」

　熱帯地方では夕方に突然の雨に見舞われることが多い。

　私たちが車に乗り込むと、大粒の雨がウィンドウを叩きつけた。まるで豪雨のような、とてつもないスコールだ。瞬く間に景色は雨粒で真っ白に塗り潰され、なにも見えなくなる。

「少し待って、スコールをやり過ごしてから帰ろう。通り雨みたいなものだよ」

「そうね」

　しばらく無言で、私たちは南国に煙るスコールを眺めていた。

　やがて玲音は、ふと呟く。

「ユミの涙を思い出したので、あえて聞くんだが……元彼のことはそんなに好きだったのかい？」

「……いいえ。失恋したことは悲しいけど、未練があって泣いたわけじゃないの。ただ、彼に言われた捨て台詞に傷ついて……それがつらかった」

「きみが言いたくなければ言わなくていいんだが、なんという台詞なんだい？」

　言いにくいけれど、先ほど泣いたところを見られているのだから、秘密にするのは意味がない気がした。それよりも玲音に正直に言って、彼の意見をうかがいたいと思った。もしかしたら男性によって、見方は異なるかもしれないから。

「それが……『だっておまえ、まぐろなんだもん』と言われたの」

「まぐろというのは……もちろん夜の……ということだよね？」

　私は頷いた。

　ただ、まぐろだからといって、ではどうすればよかったのかは不明なままだ。

　元彼はセックスの最中はなにも言わずにさっさと事を済ませ、終わるとすぐ立ち上がり別室で煙草を吸う癖があるので、今まで私に不満を述べなかった。私のほうからも情が薄いのではないかとか、言いたいことはあるのだけれど、相談できる雰囲気にすらならなかった。

　あまりにも一方的なセックスなので声なんて出るはずもなく、首を傾げていた。

　それなのに自分を差し置いて最後に不満をぶつけるなんて、ずるいと思う。

　だが、私がなにもできずに寝そべっているまぐろ状態だったことは、確かだ。

「彼にはほかにも女の人がいたようなので、その人と比べて言ったんだと思う。でも不満があるなら、最後にぶつけるんじゃなく、思ったときに言ってほしかった」

「ふむ。二股するくらいだから、元彼はユミを大切にしていなかったということだよね。まぐろというのも、別れる理由として適当に持ち出したんじゃないか？　なにがまぐろかは人それぞれの感覚によるし、気にすることはないと思うよ」

「でも確かに、気持ちよくないので声も出ないし、私からなにもできなかったから、まぐろであることは否定できないのかな……。だからやっぱり私が悪いのかな、と落ち込んでしまうの」

「ちょっと待って。気持ちよくないのかい？」

「……うん。三分くらいで終わるので、感じる暇がないというか」

「え？　前戯はないの？」

「ないわ。だから濡れなくて……。わからないなりに不安でいろいろ調べてみたから、前戯がないのはどうなのかと思って、そういうことも相談したかったんだけど無視されて、なにも改善できなかった」

　話を聞いた玲音は深い溜息をついて、額に手を当てた。

　私は元彼が初めての恋人なので、首を捻りながらも交際を続けていたけれど、玲音にとっては信じがたい話だったみたいだ。

「ごめんなさい……。あけすけに語ってしまって……」

「いや、いいんだ。これではっきりわかったが、ユミはいっさい悪くない。その男に会ったら、俺はぶん殴ってやりたいよ」

　私の味方をしてくれる玲音が頼もしくて、笑みが浮かぶ。

　彼は拳を握りしめると、鋭い双眸で力説した。

「元彼がユミになにもさせなかっただけだ。きみはまともなセックスをしたら、きっとまぐろなんていう状態にはならないと思うよ」

「……そうかしら。元彼しか知らないんだけど、ほかの人としても同じ状態かもしれないわ」

　すっかり自信をなくした私はうつむいて、小さな声で言った。

　さっさと挿入して男性が達したら放置されるだけのセックスしか知らないので、まともなセックスがわからない。この先、誰かと付き合っても、やっぱりなにもできないかもしれない。

　雨が小降りになってきた。

　そろそろ、ホテルに帰れそうだ。

　気を取り直した私は、玲音に礼を述べた。

「ありがとう。話を聞いてくれて。玲音が私の味方をしてくれて、嬉しかった」

　少し黙っていた玲音は、真摯な双眸を私に注ぐ。

「俺では、だめかな？」

「えっ？」

「俺がきみを素敵な女性だと証明する。自信を失って悲しんでいるユミをこれ以上、見たくないんだ。俺に、きみを抱かせてほしい」

　情熱的な台詞に、かぁっと頬が朱に染まる。

　玲音は、私とセックスしたいと望んでいるの……？

　こんな素敵な男性に誘われるなんて夢のようだ。

　彼の肉感的な唇や、ポロシャツから覗いた逞しい腕の筋が目に入り、どきどきと鼓動が高鳴ってしまう。彼に抱きしめられたら……なんて想像した私は期待に胸をときめかせた。

「わ、私でいいの？」

「もちろんだ。俺は、ユミを抱きたい」

　求められて、戸惑いとともに、女としての喜びが胸に湧き上がる。

　一夜限りでもいい。

　私の女の部分が、玲音という男に抱かれたいと望んだ。それに、もしかしたら、まぐろじゃないことを証明できるかもしれない。

　けれど……知り合ったばかりの男性とすぐにベッドインするなんて、どうなのだろうか。軽々しい行いであることには違いない。それに、やっぱり私にはなにもできず、玲音を失望させるかもしれないのだ。

　視線をさまよわせて迷っていると、玲音にそっと小指を合わせられる。

　彼は私を怯えさせないためなのか、小指だけを絡めてきた。まるで指切りするように。

「優しくするよ。きみが嫌がることはしない」

　熱意のこもった言葉に、胸がどきんと弾んだ。

　小指から伝わる彼の熱が、私の心に消えない情熱を刻みつける。

　ここで、彼の誘いを断ったら、きっと私は後悔する。

　そう確信した私は小さな声で玲音に告げた。

「わかったわ……」

　その答えに微笑んだ彼は、車のギアを入れた。

「それじゃあ、ディナーもご一緒してくれるかな？　ホテルに帰ったら、一度部屋に戻ってフォーマルな装いに着替えよう。きみをいきなり襲うような男じゃないと、まずは証明したいからね」

「ええ……そうね」

　玲音は茶目っ気たっぷりに片目を瞑った。

　彼が紳士であることは察している。もし下心だけが目的なら、私の話を丁寧に聞いてくれたりしないだろう。

　ふたりを乗せた車は水溜まりを跳ねて、青空の見え始めた街を走行した。




　南国の空に星々が見え始めている頃──

　私は玲音との待ち合わせのため、ディナーを予約したホテル内の高級レストランへ向かった。

　もしかしてドレスコードがあるかもしれないと思い、念のため持参したブルーのイブニングドレスをまとっている。

　カツンと白のハイヒールを鳴らしてレストランの前へ辿り着くと、亜麻色のジャケットとスラックスを身につけた玲音が、私に気づいて、はっとする。

　きらきらとシャンデリアのように光り輝くイブニングドレスを着た私は、彼の反応を気にして、緊張しながらも背筋を伸ばし、微笑みを浮かべた。

　そんな私を目にして、彼は息を呑んだ。

「なんという美しさだ……。まるで海から現れた人魚姫のようだね」

「お上手ね」

　玲音の独特の褒め言葉に、くすりと私は笑みを零した。

　バカンスらしいキザな台詞も、玲音が言うと違和感がない。

「お世辞じゃない。俺の人魚姫、今夜は海に還らないでくれ」

　このあとの夜の情事をさりげなく示唆されて、私の顔が熱くなる。

　今夜、私は彼とベッドで……。

　想像すると、どきどきと胸が高鳴った。

「海には還りたくないわ。あなたの傍にいたい……」

「嬉しいよ。美しいきみをエスコートさせてくれるかい？」

　すっと玲音は大きな手のひらを差し出した。

「ええ。私の王子様にエスコートをお願いするわね」

　私は彼の手に、そっと自らの手を重ねる。

　玲音にエスコートされて入店した私たちは、窓際の席に座った。

　純白のテーブルナプキンが三角に折られ、磨き上げられた銀食器が並んでいる格式の高いレストランだ。玲音の着ている亜麻色のジャケットが、レストランの装飾に馴染み、気品に満ちている。彼はまるで本物の王子様のように格好いい。

　窓からは夕陽が大海原に沈む様子が見えた。夕焼けの空はピンク色に染まり、海は橙色に光り輝いている。南国のロマンチックな景色に、ほうと淡い溜息が零れた。

　ソムリエがワイングラスに注いだ濃厚な赤ワインは、まるでベルベットのよう。

　微笑みを浮かべた玲音は、柄を持ってワイングラスを掲げた。

「ふたりの出会いに、乾杯」

「乾杯」

　私もワイングラスを掲げ、彼とグラスの縁を軽く合わせる。

　今夜のお酒は蕩けるように濃密なのに、美味しくて、飲みやすくて、するりと喉を通っていった。

　乾杯したあとは、フレンチのフルコースが運ばれてくる。海老のビスクや和牛のフィレ肉など、豪勢な食材を惜しみなく使用した料理に舌鼓を打つ。デザートの桃のコンポートを紅茶とともにいただいて、極上の食事を堪能できたことに満足の吐息をつく。

「とても美味しかった。こんなに豪華なお料理は初めて食べたわ」

　微笑を浮かべた玲音は、ナプキンで口元を拭う。こなれた上品な仕草だ。

「俺も堪能したよ。美しいきみを眺めるのに忙しくて、料理をろくに見ていなかったけどね」

「ふふ。冗談が上手なんだから」

「冗談ではないよ。どんな極上の料理よりも、壮麗な景色よりも、ユミは輝いていて素敵だ」

「玲音……」

　彼の真摯な双眸とぶつかる。

　そんなふうに褒められたのは初めてで、じんとした喜びが胸に染みた。

　ディナーを終えた私たちは静かに席を立つ。玲音は再び私に手のひらを差し出して、エスコートを申し出た。微笑んだ私は安心して彼の手を取る。

　店を出てエレベーターを待っている最中、私の胸は再び、どきどきと高鳴った。

　スコールのとき車の中で、玲音は「抱かせてほしい」と言った。

　あれはその場の流れだったのだろうか。それとも彼は本気で私を……？

　ディナーのとき、彼はそのことに触れなかったので、真意がわからない。

　でも、なんだか今夜はひとりでいたくない。玲音と一緒にいる時間が心地よくて、この夢のような時間から醒めたくなかった。

　切ない想いを抱いていると、ふたりきりのエレベーターの中で、玲音はそっと耳元に囁く。

「ユミの部屋に行ってもいいかな？」

　はっとした私は、ぎこちなく頷く。

　艶めいた彼の囁きが甘ったるく耳奥に残った。

　どきどきしながらエレベーターを降りて廊下を通り、部屋の扉でカードキーをかざす。

　玲音はすぐ後ろにいて、彼の呼吸が聞こえてきそうだった。

「ど、どうぞ」

「お邪魔するよ」

　私が部屋の扉を開けて、入室する。玲音がそのあとから入り、扉が閉まった。

　テラス付きのデラックスルームはシンプルな装飾で、キングサイズのベッドと、小さな丸テーブル、そして椅子が二脚ある。大きな窓には、夜の暗い海が広がっている。ダウンライトをつけていたので、室内は薄闇の中にベッドの白いシーツが浮かび上がって見えた。

　プライベートな領域に男性を入れたことに、私の鼓動は最高潮に脈打つ。

　照明をつけようと手を伸ばすと、その手を搦め捕られる。

「あっ……」

　ぎゅっと、後ろから抱きしめられた。

　玲音の熱い体温を感じる。緊張に体は硬直した。

　強靱な腕が私の体に絡みつき、耳元に甘い呼気が吹きかけられる。

「きみを抱くよ。いいね？」

「あ、あの……」

「俺はディナーのとき、ユミに時間を与えた。きみは俺の誘いを断ることもできた」

　私には断るという選択肢もあったのだ。そんなこと、考えもしなかった。

　逞しい腕に、私は手を添える。

「断ったり……しないわ。私の気持ちは変わらない。玲音に抱かれたい……」

「俺も、ユミを抱きたい。もう止まれない。今夜、きみは俺のものだ」

　情熱的に告げられて、体の芯が熱くなる。

　耳朶や首筋にくちづけながら、玲音はイブニングドレスのファスナーを下ろす。

　肩紐を外されたドレスは、ふわりと私の足元に広がった。

　彼は肩にキスを落とすと、ブラジャーを外し、ショーツも脱がせる。

　瞬く間に全裸にされ、私が身をまとうものはパンプスだけになった。

　ひとつひとつの着衣を脱がされるたびに、緊張が張りつめていく。どきどきと高鳴る胸はこれから起こるであろう情事への期待と、かすかな恐れが綯い交ぜになっていた。

「あ……恥ずかしい」

「綺麗だ。俺の人魚姫」

　玲音は双眸を細めて、私の肌を炙るような視線でじっくりと眺める。そこにはいやらしさはなく、まるで美術品を鑑賞する蒐集家のような情熱を感じた。

「私だけじゃ恥ずかしいわ……あなたも脱いで」

「じゃあ、脱がせてくれるかい？」

　そう言われたので、背を向けていた私はゆっくりと彼に向き直った。裸の胸が玲音の前に曝される。

　玲音は腕を伸ばして、私を引き寄せた。

　彼は唇に薄い笑みを浮かべている。私は辿々しい手つきで亜麻色のジャケットを脱がせ、純白のシャツの釦を、ひとつひとつ外していく。逞しい胸板が露出されると、どきりと胸が弾んだ。

　ぱさりと剛健な肩から外したシャツが床に落ちる。

　このあとは……下も？

　かぁっと頬を熱くさせていると、玲音は自らベルトを外した。

「ベルトは俺が外すよ。それ以外は……任せてもいいかな」

「……ええ、いいわ」

　彼のスラックスと下着は私が脱がせるのだ。男性の下着を脱がせるのは初めてで、戸惑いが湧き上がる。けれど、なにもできない女ではいたくなかった。

　私は彼の足元に跪くと、どきどきしながらジッパーを下ろし、亜麻色のスラックスを下げる。

　裸にパンプスだけを履いているという淫らな格好で男性の足元に跪き、服を脱がせるなんて、恥ずかしいけれど、胸のうちの官能が昂っていく。

　玲音は自ら足を引き抜いてスラックスを脱ぎ捨て、ついでに靴も脱いだ。

　すると、彼の中心が包まれた灰色のボクサーパンツが現れる。

　膝をついた私の眼前にある雄の徴は、とても大きいのだと、ボクサーパンツ越しにもわかった。

　目を上げると、艶めいた双眸で玲音は私を見下ろしている。

　こくんと喉を鳴らした私は、ボクサーパンツに手をかけて、そっと引き下ろした。

「……すごい」

　現れた雄芯は極太で、すでに屹立していた。

　爽やかな玲音の中心がこんなに大きいなんて、想像もしなかった。恥ずかしくなった私は、そっと目を逸らす。

「恥ずかしいかな？」

「え、ええ……とても大きくて、驚いたわ」

「ユミの裸を見ただけで勃ってしまったよ。きみがあまりにも魅力的だから」

　そんなふうに言われるなんて嬉しい。こくん、と私は喉を鳴らした。

　お互いに全裸になると、玲音は私の手を取って立ち上がらせた。

　彼の裸体は名匠が彫った彫像のごとく完璧な筋肉の鎧をまとい、しなやかで、美しかった。

　こんなに素敵な男性にこれから抱かれるなんて、考えただけで緊張してしまう。

　私を抱き寄せた玲音に、頤を掬い上げられる。

　そっと重ね合わされた唇は、すぐに貪るような深いものに変わった。

「ん……ふ……ん」

　私は目を閉じて、彼の情熱的なキスを味わう。

　きつく抱きしめられているので、肌が合わさり、玲音の熱い体温が焼きつくように移った。

　雄々しい唇は角度を変えて何度も私の唇を吸い上げる。

　唇の合わせを、ぬるりと濡れた舌が辿る。私はうっすらと唇を開いて、彼の舌を迎え入れた。

　歯列をなぞられ、口蓋を突かれる。

　敏感な口蓋を舌先で突かれると、快感が身を貫いて、びくんと肩が跳ねた。

　玲音の大きな手のひらは宥めるように私の肩を抱いて、撫でさする。

　彼は意地悪にも、何度も口蓋を突いた。そのたびに私の体には甘い芯が通ったように、びりっと痺れて、びくびくと跳ねてしまう。

「んっ、んっ……んふぅ……」

　まだ触れられていない体が熱い。胎内から、じゅわりと蜜液が溢れるのを感じた。キスでこんなに感じてしまうなんて、信じられない。

　けれどまだ終わりではなかった。

　玲音はぞろりと口蓋を舐め上げると、怯えて縮こまっていた舌根を掬い上げる。

　濃密に舌を絡め合わせ、敏感な粘膜を擦り合わせた。

「あぁ……ふ……んくっ……」

　気持ちよくて、頭がぼうっとしてしまう。

　玲音のキスは濃厚で情熱的で、体の芯に火を灯した。

　うっすらと目を開けると、劣情を宿した双眸が私を射貫く。

　胸を喘がせながら彼と舌を絡め合っていると、呑み込みきれない唾液が私の顎を伝い落ちた。

「あ……はぁっ、はぁ……」

　ようやく唇が離れると、玲音は私の口端に舌を這わせて唾液を舐め取る。

　ぐったりして彼の強靱な胸板にもたれると、膝裏を掬い上げられる。私の体は軽々と横抱きにされた。その勢いでパンプスが脱げてしまう。

「人魚姫をベッドに攫おうか」

　抱き上げられた体はキングサイズのベッドに運ばれ、そっと下ろされる。

　すぐに覆い被さってきた玲音は、私の額や瞼、頬にくちづけの雨を降らせた。

　チュ、チュと首筋から鎖骨にかけて唇を落とされる。甘やかなキスが心地いい。

　ぐっと彼の猛った雄芯が腰に押し当てられて、かぁっと頬を染めてしまう。

　それに気づいた玲音は、ぎらついた猛獣のような目元を緩めた。

「ユミ。俺の体にさわってみて」

「え……こう？」

　まさか雄芯を握るわけにもいかず、私は目の前の逞しい胸板に手で触れてみた。

　とても硬くて、熱い。自分の柔らかい体とはまったく違うことに驚いた。

「すごい……男の人の体って、こんなに硬いのね」

「中心にも……触れてみるかい？」

　誘われて、ぞくんと体の芯が疼く。

　玲音の大切なところにさわってみたいという欲が胸に湧いた。

　こくりと頷いた私は手を伸ばして、そっと彼の剛直に触れてみた。

　まるで火傷しそうなほどに熱くて、脈動を感じた。とても硬いのに柔らかくて、弾力のある不思議な感触だ。

「すごい……。手でさわってみたのは初めてだけど、こんなに熱くて硬いなんて知らなかった」

「これを全部、ユミのお腹の中に入れるんだ」

「こ、こんなに大きいの、入らないかも……」

「濡らせば大丈夫だよ。とろとろにして、気持ちよくしてあげるから」

　ちゅ、と唇にひとつキスを落とした彼は、私の乳房を両手で包み込む。

　円を描くように揉み込み、頭を下げた彼は突起にチュウッと吸いついた。

「あ、あん……」

　甘い刺激に、濡れた声が漏れる。そんな声が出るなんて、自分でも驚いた。

　愛撫により、瞬く間に乳首は、ぴんと勃ち上がった。

　彼の口腔に含まれた紅い尖りは舌で舐られ、きつく吸われる。その間にも胸の膨らみは、やわやわと揉まれた。

　胸を喘がせた私は手にしている硬い雄芯を、撫でるように扱き上げる。

　そうすると楔はいっそう硬く張りつめた。ねっとりと乳首を舐る彼の息遣いが荒い。

　反応を返してくれるのが嬉しくて、私はリズムをつけて楔を扱く。

　男性の性器に触れるなんて恥ずかしいという羞恥はあるものの、それよりも彼に触れたい、気持ちよくなってほしいという思いが勝った。

　すると顔を上げた玲音が苦笑を零した。

「ああ……そのくらいにしてくれ。きみの手が気持ちよすぎて、もたなそうだ」

「このまま達しても、いいのよ……？」

「いいや。先にユミをイかせてあげたいからね。俺はきみの中で達したい」

「わ、わかったわ」

　玲音は私を思いやってくれる。彼の雄芯にずっと触れていたいけれど、私はそっと手を離した。

　褒美のように両の乳首に、チュッ、チュッと吸いついた玲音は体をずらす。

　臍にキスを落とし、下生えを鼻先でかき分けると、膝裏に手をかけた。

「あ……」

　大きく脚を広げられ、秘所のすべてが曝される。

　玲音はじっくりと私の秘められた花園を見つめた。

「そんなに見ないで……恥ずかしい」

「綺麗だ。ユミの体はどこもかしこも美しいよ」

　頭を下げた玲音は、ぬるりと花襞を舐めしゃぶった。

　生温かい舌の感触が心地よくて陶然となり、淡い吐息が零れる。

「あ……あぁ……」

　彼の濡れた舌は丁寧に花びらを舐め尽くすと、奥の蜜口に挿し入れる。

　ぬちっと淫猥な音が鳴り、すでに壺口は愛蜜により濡れているのだとわかった。

　玲音はまるで雄芯をそうするように、舌を出し挿れする。

　感じる入り口を舐られて、甘い官能が煽り立てられた。

「あん……あぁ……感じる……」

「可愛い声が出たね。入り口、気持ちいい？」

「きもちい……すごく、きもちいいの……」

　愛撫がこんなに気持ちのいいものだなんて知らなかった。

　まるで極上のぬるま湯に浸かるように、私の体から力が抜けていく。

「じゃあ、もっとしてあげよう」

「あっ、そんな……」

　声が弾むのを抑えられない。彼の舌がねっとりと蜜口をなぞり上げ、奥へ挿し入れて花筒を探る。

　熾火で炙られるかのような快感が、体中に広がった。

　蜜壺からは、とろとろと愛液が滴り落ちてくる。それを玲音は、じゅるりと啜り取った。

「あぁっ、いや、汚いから……」

「汚くないよ。ユミのジュースは甘くて美味しい。もっと愛撫して、濡れるようにしよう」

「え……？」

　これ以上の快楽があるというのだろうか。

　蜜口から舌を引いた玲音は、花園の頂点についている、ふっくらとした花芽を口に含んだ。舌先で淫核を突かれると、びりっとした強い悦楽が体を駆け抜ける。

「ひぁっ……あっ、あん、あぁ……それ、だめ、すごい感じる……！」

「ここがクリトリスと言うんだ。気持ちいいだろう？　このまま、イッていいんだよ」

　玲音は指先で器用に包皮を剥き、小さな芽を露出させた。ぬるぬると舌で舐られ、吸われては舌先で突かれ、またねっとりと舐め溶かされる。

　極上の快楽の渦に翻弄されて、私はびくびくと体を小刻みに震わせることしかできない。

　玲音が愛撫する花芽に熱いものが溜まり、今にも破裂しようとしているのを感じた。

「あぁっ……あっ、あっ、なにか、きちゃう……」

　そう告げると、玲音はいっそう愛芽にむしゃぶりついた。

　体が熱く疼いてたまらない。つんと乳首を勃たせた私は、きつく背をしならせた。

　熱い奔流が濃厚な愛撫を受けている花芽から流れてくる。

「あっ、はぁっ、あぁん──……っ、ん、あぁ……」

　体の奥深くで溜まりきった悦楽が破裂した。どぷりと蜜液が花筒から溢れる。

　爪先まで甘美な痺れに浸り、小刻みに腿を震わせる。

　私の体は、いったいどうなったのだろう……。

　経験したことのない衝撃に、頭がぼうっとする。体に力が入らない。もしかして、これが達するということなのか。

　それでも、玲音は肉芽を離さない。ねっとりと甘く柔らかく、味わうように舌を押しつけている。

　ぐったりとして四肢を投げ出していると、ようやく彼は愛芽を解放して顔を上げた。

　艶めいた雄の顔は滴るほどの色香に満ちている。

　自らの唇を舐め上げる淫靡な仕草をぼんやりして見ていると、彼は私の髪を優しく撫でた。

「イッたね。俺の愛撫で。とても可愛かったよ」

「……私、イッたの？」

「そうだよ。オーガズムに達したの、初めてかな？」

　認めるのは恥ずかしいけれど、私はこくりと頷いた。

　元彼では感じたことがないし、自慰もさほどしたことがない。

　これまでは『イク』という感覚がどういうものなのかわからなかった。

　オーガズムに達するのは、とても甘美で極上の快感が得られるものだと初めて知った。

「そうか。じゃあ俺がユミをイかせた初めての男だね」

「そ、そうね。体が甘く痺れて、すごかった……」

「でもまだ終わりじゃないよ。ユミの体は充分に濡れたから、そろそろいいかな」

　彼は脱いだスラックスから取り出したコンドームの袋を歯で噛みちぎると、薄い膜を楔に被せた。それから私の脚を抱え上げ、蜜口に雄芯の先端を押し当てる。

　ずぶ濡れの壺口は、ぱくりと口を開けて硬い切っ先を呑み込もうとしている。

　その感触に、私の胸が喜びに震えた。セックスに喜びや期待を抱くなんて初めてなので、私自身がその感情をもたらしたことに感動する。

　情欲に濡れた双眸を向ける彼と目を合わせる。

「きて……玲音。あなたがほしいの……」

　掠れた声で彼を呼ぶ。玲音は艶めいた笑みを浮かべた。

「挿れるよ」

　ずぷん、と熱い切っ先が挿入される。

　先端が蜜口をくぐり抜ける快感に、私は喉を反らせた。

「あっ……はぁん……」

　隘路に挿し入れられた剛直が、媚肉を擦り上げる。

　いっぱいに広げられた蜜口は硬い楔を呑み込んでいった。

　ずぶずぶと極太の幹が腟内を犯す感触に陶然とする。

　挿入されてこんなに快感を覚えるなんて、驚きと興奮に包み込まれた。

　やがて硬い切っ先が、とんと最奥を突く。長大な雄芯のすべてを収められたのだ。

「はぁ……あぁ……ん」

「全部、入ったよ。ユミの一番奥にキスしてるの、わかる？」

　とん、とんと立て続けに先端で子宮口を穿たれる。

　ずっぽりと楔を咥え込んだ蜜洞は、淫らなキスに、きゅんと引きしまった。

「うっ……締まったね。感じやすい、素直な体だ。すごくいいよ」

「あぅん……きもちいいの……奥のキス……」

「気に入った？　じゃあ、これはどうかな」

　もっと奥にキスしてほしいのに、玲音はずるりと雄芯を引き抜く。

　私は慌てて彼の強靱な肩にしがみついた。

「あっ、待って。出ていかないで」

「心配しないで。出ていかないよ」

　微笑んだ玲音は私の額にくちづけを落とす。

　彼はぎりぎりまで楔を引き抜くと、雁首を蜜口に引っかけた。

　そうして腰を蠢かせ、太い雁首で、くちくちと壺口を舐る。

「あぁ……はぁ……あん……」

　甘美な官能が生まれるが、空洞の花壺は空虚なので物足りない。

　極太の雄芯で腟内をいっぱいにしてほしい。

　淫らな欲が生じた私は、腰を揺らめかせる。

　やがて、ずぷりと太い幹が奥まで挿入された。

　ようやく得られた充溢感に、歓喜の声が漏れる。

「あぁ……っ……」

　だが、玲音は楔をすぐに引いてしまう。また雁首を壺口に引っかけて、ぐちゅりと弄る。

　入り口もとても感じるけれど、奥が疼いて仕方ない。まるで渇望するかのように、蜜口からとろとろと愛蜜が零れて雄芯を濡らした。

　焦燥感に見舞われた私は、甘い声で玲音にねだる。

「お願い、奥まで挿れて……ほしいの……」

　男性にこんな淫らなことをねだるなんて、自分が信じられない。それだけ玲音の愛技に私が夢中になっているという証だった。

　私の手を握りしめて、指を絡ませた玲音は耳元に囁く。

「ユミの中が狭いから慣らしてたんだけど……激しく動いてもいいの？」

　私はがくがくと首肯する。わけがわからなくなるくらい、激しく彼に抱かれたかった。

「激しくして……。あなたを感じたい」

　その言葉に、ごくりと喉を鳴らした玲音が、ぐっと腰を入れる。

　ずっぷりと雄芯を挿し入れられて、蜜洞は熱杭でいっぱいになった。満たされた感覚に、ほうと吐息をついたのも束の間。

　グッチュグッチュと激しい律動が始まり、濡れた媚肉が擦り上げられる。

「あっ、はぁっ、あ、あん、あぁ……ん」

　さらに最奥を抉られ、淫らな奥のキスに溺れる。

　きゅうと花壺が引き絞られて、より極太の楔が出し挿れされるのを感じた。

「気持ちいい？　俺は最高に気持ちいいよ」

　掠れた声で訊ねる彼の呼吸が獣のように荒い。それだけ私に欲情してくれているのだとわかり、喜びが込み上げた。

「きもちい……あっ、あぅ、すごい、あぁん……」

　嬌声を撒き散らし、感じるままに腰を振る。

　愛しい雄芯を抱き込みながら、私は絡められた指を、ぎゅっと握りしめた。

　すると彼も、きつく手を握って返してくれる。

　空いたほうの手は彼の強靱な肩に縋りついていた。しっとりと汗をまとう雄の肌に愛しさが込み上げる。

　ズチュズチュと激しい抽挿を繰り返しながら、玲音は私の唇を求めた。

「可愛いユミ、キスしよう」

「んっ……」

　唇を重ね合わせ、互いの唇を貪る。

　上の口と下の口の両方でつながり、凄絶な官能が胎内に凝る。

　私は両脚を彼の逞しい腰に絡ませた。

　激しい情熱を受け止めながら、極上の悦楽の階段を上っていく。

「ん、んく……いく……あ、ふ、いっちゃう……」

「一緒にイこう」

　甘い声で囁いた玲音は、私の舌を濃密に搦め捕る。

　ぐっと腰を押し込め、小刻みに前後させて、感じる最奥を何度も穿ち、淫らなキスをした。

　全身が彼の濃厚なキスで満たされている。

　官能の楔が体をまっすぐに貫き、溜め込んだ快楽が弾け飛ぶ。

「んふぅ……ん、ぁん、んくぅ──……っ……」

　熱い玲音の舌を絡ませながら、私の瞼の裏が白い紗に包まれる。

　ぴんと爪先まで伸ばして、甘い痺れに犯された。

「っく……」

　どちゅどちゅと引きしまった花筒を出し挿れした玲音は、低い声で呻く。彼も達したのだ。

　私たちは荒い息を継ぎながら、きつく抱き合った。

　けれど玲音は唇を離さない。

　ちゅ、ちゅと私の濡れた唇を軽く吸っている。

　ようやく息が整った私たちは見つめ合った。

　玲音の双眸には情欲の欠片が色濃く映っている。

「ユミはまぐろなんかじゃない。とても可愛かったよ」

「……ありがとう。玲音も情熱的で素敵だった……。私、あんなに感じたの初めて……」

「俺もだよ。こんなに興奮したのは初めてだ。……もう一回しても、いいかな？」

　甘えるように私の頬にくちづけた彼は、もしかしたら絶倫かもしれない。

　私も、もう一度彼に愛されたかった。

　頷いた私に、笑みを返した玲音は雄芯を引き抜いた。彼は新しいコンドームと交換する。使用したコンドームにはたっぷりと白濁が溜まっていて、それを目にした私は生々しさに顔を熱くする。

　放出したばかりだというのに、彼の楔はもうすでに屹立していた。

「ああ、ユミ。早くきみの中に入りたい」

　両腕を広げた彼は、私の体をぎゅっと抱きしめる。

　しっとりと汗ばんだ肌を、私は抱きしめ返した。互いの肌の熱が染み込んでいくようで、陶然とする。

　セックスをして、抱き合った体を重ねるのは、こんなにも心地のよいものなのだと初めて知った。

「ん……きて。もう濡れてるから……」

　情熱的に抱き合ったばかりの体は熟れていて、ぐっちょりと濡れていた。

　玲音は蜜口に先端を宛てがうと、ずっぷりと濡れた蜜洞に楔を挿入する。

「あぁ……ん」

　彼の雄芯を抱き込むと、空虚だった体が満たされるのを感じる。今まで私に足りないものは彼だったのだと思えた。

　玲音は満足げな息を吐いた。

「ああ……最高だ。今度は体位を変えてみようか」

「どんな……？」

　玲音は私の背を抱いて、身を起こした。胡坐をかいた彼の膝にのせられる。互いの下肢はつながったままだ。

　そうすると、彼の雄芯がまっすぐに身を貫いて、感じるところに当たる。

「あぁっ、はぁ……あぁん……」

「座位だよ。こうすると、ユミも動きやすいだろうし、抱き合いながらキスできる」

　ゆさゆさと腰を揺らした玲音の上で、私の体は躍った。

　そのたびに硬い楔に媚肉が擦り上げられて、きゅうんと花壺が引き絞られる。

　自重により、みっちりと蜜口が根元まで雄芯を咥え込んでいるので、入り口でも快感を感じる。さらに奥の子宮口も、ぐりっと先端で穿たれており、壮絶な愉悦を蜜洞のすべてで味わわされた。

「あっ、あっ、すごい、あん、感じる……はぁん」

　私は夢中で腰を振り、極上の悦楽を貪った。

　揺れる乳房を大きなてのひらで包み込んだ玲音が、指先で紅い尖りを抓る。

「はぁんっ、だめ、それ……あっ、あっ、あぁん」

　腰の動きが止まらない。玲音の強靱な肩に手をかけて、私は感じるままに腰を振った。彼が下から突き上げる動きと相まって、凄絶な快感が生み出される。

　それなのに胸まで感じたら、いったいどうなってしまうのだろう。

「可愛いよ。もっと感じて啼いてくれ。俺の人魚姫」

　くりくりと両の乳首を指先で捏ねられ、蜜口と子宮口はぐちぐちと楔に犯されている。

　全身を官能で染め上げられる。一度目の絶頂の名残があるので、すぐに限界は訪れた。身を震わせた私は最高の快楽に到達する。

「あっ、あ、いく、い……あん、あ、ぁ……んっ、ふ……んく──……っ」

　達する瞬間、玲音は私の唇を奪った。

　雄々しい舌をねじ込み、官能に震える舌を搦め捕る。

　彼方へ飛翔したと思った体は、しっかりと彼の腕の中に抱き留められていた。

　その逞しい腕に包まれながら、甘い快感が尾を引く感覚に、幸福を覚える。

　やがて唇が離れて、互いの唇を銀糸が伝う。

　ぼんやりして玲音の双眸を見ていた私は、そこに欲の色が帯びているのを知る。

　背を抱かれ、ゆっくりと褥に押し倒される。

　何度も達した体は力が入らず、爪先まで甘く痺れていた。

　玲音は私の耳朶をかじると、甘い呼気を吹き込む。

「今度は正常位でいいかな？　何度でも、きみを味わいたい」

「あ……ん」

　私は曖昧に頷く。

　ずくずくと極太の楔が濡れた媚肉をかき分けて、ねっとりと舐め上げる。

　快楽を知った体はすぐに淫らに乱れて、高い嬌声を上げさせる。

「あ、あ、はぁ……玲音……もっと……もっとぉ……」

「ユミ、ユミ……可愛いよ」

　私は彼の逞しい背中に縋りつき、濡れた花壺で楔を抱き込む。

　甘く掠れた言葉を交わしながら、ふたりは夜が白むまで抱き合った。




　瞼に朝の陽射しを感じ、ゆっくりと意識が浮上する。

「ん……」

　目を開けると、私は熱い腕に抱き込まれていた。強靱な腕に搦め捕られて身動きができない。

　え……これ、どういう状況……!?

　ふと隣に顔を向けると、眠っている玲音の端麗な寝顔が目に入る。

　途端に昨夜の記憶がよみがえり、かぁっと頬が熱くなる。

　私は玲音とベッドをともにして、何度もつながったのだ。我を忘れて彼とのセックスに溺れ、自分からねだって腰を振った。

　行為が終わっても玲音は朝まで私を離さず、一緒にいてくれたのだ。私を抱きしめる熱い腕に、じんとした喜びが湧き上がる。

「……ユミ。起きたのかい？」

　すると、長い睫毛を瞬かせて、玲音が目を開けた。

　彼は清々しい笑顔で私を見つめる。

「昨夜のきみはとても可愛かった。素晴らしい夜を過ごせたよ。きみはどう？」

「あ……私も、夢みたいな素敵な夜だったわ。思い出すと恥ずかしいけど……」

　微笑んだ玲音は、私の乱れた髪を優しくかき分けると、額にくちづけを落とした。

「夢じゃないよ。ちょっと無理させたかな。なにしろ五回もしてしまったからね。体は痛くない？」

「……平気よ」

「本当？　……朝のきみも輝いてるね。肌が煌めいている」

　ちゅ、と肩にキスした玲音は、かけられていた毛布をずらすと、私の胸元に顔を埋めた。

　紅い乳首を、チュウッと吸い上げられる。

「あっん」

　まだ快楽の残滓が色濃く残る体は、すぐに反応して甘い声が上がった。

「可愛い声だ。もっと聞きたいな」

　彼はもう片方の突起も吸い上げると、ねっとりと舌で捏ね回す。

　そんなふうに愛撫されたら、ずくんと腰の奥が疼いてしまう。

「あん……だめ、朝なのに……」

「朝のきみも可愛いよ。もっと恥ずかしいところにもキスしようかな」

　彼の手が背中を滑り、尻を揉む。

　またセックスに持ち込まれる予感に、私は彼の髪を撫でながら「イヤ」と言って声を弾ませた。

　そのとき、無情な電子音が室内に鳴り響く。

　睦み合っていた私たちは、はっとして音のするほうを振り返った。

　玲音はベッドから下りると、床に投げ出されていたスラックスを探った。

　鳴っていたのは、彼のスマホだ。

　表示を目にした玲音は眉根を寄せる。彼はすぐに電話に出た。

「会社からだ。──もしもし、なにかあったのか？」

　当然だが通話の相手は会社の人なので、これまでの彼の甘い声とはうって変わり、硬質な声音だった。

　私は音を立てないよう気をつけてベッドにいたが、会話の節々から察するに、どうやら彼の勤める会社で不測のトラブルが起こったらしい。玲音の声に、次第に焦りが含まれた。

「なんだって？　それで？　──そうか。では今日の昼には戻る。──ああ、そうだ。準備をしておいてくれ」

　通話を終えた玲音は、深い溜息をついた。

　彼は床に散らばっていたボクサーパンツとスラックスを身につけ、スマホをポケットにしまった。シャツをまといながら、私に向き直る。

「すまない。急な仕事で大阪の支社に戻らないといけなくなった。午前の便で出発するよ」

「そう……。仕事なら仕方ないわ。頑張ってね」

　突然だが、別れのときが来てしまったようだ。

　午前の便で発つということは、これからパッキングをして、朝食をとる暇もなく、すぐにでもホテルを出発しなければならないだろう。

　大阪の支社に戻るということは、大阪に住んでるのかな……？

　私は彼のことをなにも知らないのだと、今さらながら思った。

　落ちていた私のイブニングドレスを拾い上げた玲音は、丁寧にベッドに服を広げた。

　人魚姫と言って、彼が褒めてくれたドレス。

　それを最後まで丁重に扱ってくれたことが、彼の人となりを表していた。

「これきりで、終わりにしたくない。連絡先を記しておくから、のちほど連絡してほしい」

　玲音はベッドサイドのメモ帳に、ペンでさらさらと記入した。

　そうしてから彼は、私の頬にキスをした。

「きっとだよ、ユミ」

　軽く手を上げた玲音は、拾い上げた亜麻色のジャケットを肩にかけると、扉を開けて出ていった。

　彼がいなくなると、まるで夢から醒めたような心地になる。

　私はベッドでぼんやりして、彼が去っていった扉を見つめ続けた。

　ふと、サイドテーブルに置かれたメモを見やる。

『玲音』という名と、電話番号がそこには記されていた。

　メモを手にして、夢の名残を切ない思いで見つめる。

　彼に連絡する気はなかった。

　だってこれは、バカンスの魅惑が見せた一夜の恋だから。

　玲音が私を「美しい」とか「人魚姫」と褒めそやしてくれたのは、バカンスだからこその魔力に魅入られてのことではないか。私も酔っていたのだと思う。一夜限りの恋に。

　きっと日常で私と再会したら、こんなに凡庸な女だったかと、がっかりさせてしまうだろう。

　だからバカンスの思い出として、情熱的な夜をこのまま閉じ込めておくのがよいのだと思う。

　それに、私は玲音のことをなにも知らない。

　もしかしたら彼には恋人や奥さんがいて、私と誠実に付き合うことはできないかもしれない。

　あくまでもバカンスでの行きずりの関係なのだから、これで終わりにするべきなのだ。

　彼は、私を情熱的に抱いてくれた。まぐろじゃないとも言ってくれた。それで充分だった。

　メモを折りたたんだ私は、手帳に差し込む。

　彼に連絡することはないけれど、素敵な夜の思い出の品として、取っておきたかった。

　誰にも見せず、誰に話すこともない。

　私だけの、秘密の一夜の恋の証だ。

　メモを挟んだ手帳を、私は胸に抱きしめた。まるで玲音の残り香が、そこにあるかのように。







二章 再会、そして溺愛








　──二年後。

「おはようございます」

　出社した私はいつものように自分のデスクにつき、パソコンを立ち上げた。

　大手広告会社の企画営業部に在籍している私は、今年で入社四年目になる。

　華やかそうに見える業界だけれど、仕事は地道な調査が多く、地味な作業の積み重ねだ。

　けれど、やりがいを感じているので、仕事は好きだった。

　メールの案件を確認していると、隣の席の原はら田ださんが声をかけてくる。

　原田さんは二十四歳の私より三つ年上の先輩だ。姐御肌でお節介でもある。

「ねえ、聞いた？　今日、大阪の支社から部長が転属してくるんですって。灘なん波ばグループの御曹司様よ」

「転属の件は聞いてましたけど……社長令息なんですね。直属の上司になるなんて、緊張しますよね」

　灘波グループは不動産事業やロジスティクス事業を始め、数々の事業を手がける著名なホールディングスグループだ。うちの広告会社も、もちろん灘波グループの傘下である。

　それにしても……と、心の中で私は首を捻る。

『大阪の支社』という単語をどこかで聞いた気がする。どこでだったろうか。

　原田さんは頬を紅潮させて囁いた。

「それがすっごいイケメンなんだって！　しかも二十八歳！　今日から眼福の日々が始まるわね」

「あはは。どうでしょうね。噂なんて当てにならないですよ」

　御曹司ならば二十八歳という若さで部長という役職に就くのも頷ける。

　けれど、どれほどのイケメン御曹司だろうが、私の心が揺れ動くことはない。あくまでも上司として接するだけだ。

　なぜなら……私には、忘れられない人がいるから。

　二年前、南の島で出会い、情熱的な一夜を過ごした玲音のことが、今も心から離れない。

　会いたいという衝動的な思いに突き動かされて、ついスマホを握ってしまったこともある。

　でも、連絡できなかった。

　一夜だけ過ごした私のことなんて、彼はもう忘れてしまったかもしれない……。

　やはりバカンスの夜は思い出としておくのがよいのだと思い直して、彼のメモは手帳に挟んだままだ。会わなければ、互いに幻滅を招くこともないのだから。

　玲音が忘れられないせいか、あれから次の恋もしていない。

　小さな溜息をついたとき、フロアの一角がざわめいた。

　みんな一斉に席を立って、現れた男性を迎え入れている。

　どうやらあの人が灘波グループの御曹司で、本社に転属してきた部長のようだ。

「みなさん、おはよう」

　その人を見た瞬間、はっとした私は息を呑んだ。

　甘く低い声音を発した彼は精悍な顔立ちで、見事な体躯を上質なスーツに包んでいる。

　切れ上がった眦に、すっとした鼻梁、やや薄い形の整った唇。シャープな顎の輪郭。

　忘れるはずもない。彼は玲音だ。

「どうして……？」

　新しい部長の出勤に、困惑する私を取り残して、女性社員たちは嬉しそうにざわめいている。彼が噂通りのイケメンだったからだろう。

　朝礼のため、フロアの社員たちは部長の周りに集まった。私も後方に佇む。

　本当に彼は玲音なのだろうか。私のことを覚えているだろうか。

　どきどきと鼓動が高鳴るが、どう反応したらよいかわからない。私は目線を下げて直立した。

　部長は爽やかな笑みを浮かべて、挨拶を述べる。

「初めまして。灘波玲音です。本日からこちらの本社に部長として転属することになりました。大阪で培った経験を生かして事業に役立てようと思います。どうぞ、よろしく」

　パチパチと拍手が湧き起こる。

　灘波玲音……。

　彼が苗字を名乗らなかった理由を、私は今さらながら悟った。

　灘波と名乗れば、灘波グループの御曹司だとすぐに相手に気づかれてしまう。

　素性を知られないために、玲音は名前だけを明かしたのだ。

　そっと目を上げると、まっすぐにこちらに視線を注いでいる玲音と目が合う。

　どきん、と鼓動が跳ねた。

　まさか、私に気づいたなんてこと、あるわけが……。

　部長の玲音は悠々と言う。

「企画営業部のみなさんひとりひとりに、自己紹介してもらおうかな。ここはレディファーストで、そこのあなたから」

　玲音はまっすぐに私を指し示した。

　唖然としている私に、横にいた原田さんが肘で突く。

「柏木さんからよ。ほら、早く」

　みんなの視線が私に集まる。

　仕方なく、私はぎこちない笑みを浮かべて、声を出した。

「……柏木由美子です。企画営業部四年目です。どうぞよろしくお願いします」

「なるほど。柏木由美子さんね。──では、次の方どうぞ」

　次に原田さんが自己紹介をする。

　私は目を伏せたけれど、こちらを見ている玲音が、じっくりと私を観察しているような気がして緊張した。

　二年経っても、玲音は私を忘れていなかったのだろうか。

　それどころか、私が『ユミ』だと気づいたので、あえて指名してフルネームを聞き出したのかもしれない。玲音の「なるほど」には勝ち誇ったような響きが含まれていた。

　そうだとしたら……なんて意地悪な男なの！

　偽名を名乗った罪悪感がないわけではないけれど、フルネームでなかったのはお互いさまだと思う。

　まさか玲音が灘波グループの御曹司だったなんて、思いもよらなかった。

　二年前に会ったときは、そういえば大阪の支社に戻ると語っていたのを思い出す。あの頃の彼は大阪支社に勤めていたのだ。

　それなのに、これから彼が直属の上司になるなんて、とても気まずい。

　でも、向こうもあえて一夜のことを持ち出すわけはないだろうし、なかったこととして扱うのではないだろうか。

　そうして無事に朝礼を終えると、社員たちはそれぞれのデスクに戻った。

　部長のデスクに腰を下ろした玲音は、さっそく私を呼びつける。

「柏木さん、ちょっといいかな」

「は、はい」

　仕事の用件しかないとわかっていても、緊張してしまう。

　ぎくしゃくとした私は玲音の前に足を運んだ。

「この書類を、総務課に届けてくれ」

「かしこまりました」

　転属に伴う必要書類だろう。雑用だが、上司命令なので断るわけにはいかない。

　書類を受け取った私は踵を返し、フロアを出た。総務課は二階にあるので、エレベーターで下りる必要がある。

　始業時刻が過ぎたばかりのためか、エレベーターホールは無人だった。

　ややあって、ランプが点灯し、エレベーターの箱が到着したことを知らせる。

　そのとき、私の耳元に甘い呼気が吹きかけられた。

「なるほど。由美子だから、ユミ……ね」

　はっとした私は振り返った。

　そこには美麗な笑みを浮かべた玲音が佇んでいた。

　エレベーターの扉が開くと、そっと玲音に背を添えられて乗り込む。

　なんと玲音もついてきた。しかも彼は階層のボタンが並んだパネル側を陣取り、ボタンを押さない。

　やがてエレベーターの扉が閉まった。動かない狭い箱の中で、ふたりきりになる。

　書類を握りしめた私は、ごくりと息を呑んだ。

　玲音はゆったりとポケットに手をかけると、正面を見ながら低い声で話しかける。

「久しぶりだね。なぜ、連絡してくれなかったんだ？」

「……行きずりのことですから」

「俺はずっときみからの連絡を待っていた。ユミの番号を聞かなかったことをひどく後悔したよ。またあのホテルに宿泊して、きみが来ていないか捜しもした」

「え……私を捜していたの？」

　もうとっくに忘れられていると思っていた。

　バカンスでの一夜限りの関係なんて、儚いものだから。

　横に並んだ私を、玲音は見やる。その目は冷酷な色を帯びているのを見て取り、私の背がぞくりとした。

　私が連絡しなかったことを、彼は怒っているんだ……。

　彼は口端を引き上げて皮肉めいた笑みを浮かべる。

「でも、再会できてよかった。まさか灘波グループの社員だったとはね。あのとき灘波と名乗っていれば話が早かったかもしれないが、金目当ての女に辟易しているので、仕事以外では灘波の人間であることを秘密にする主義なんだ」

「いえ……私も警戒して、偽名を使いましたし、お互いさまかと思います」

　玲音はここで話すために、わざと私に書類を預けたのだ。

　策士の反面、私を二年間も捜してくれたりと、執着心の強い一面を垣間見る。

　どうして彼は私にこだわるのだろう。連絡をもらわなかったことで、彼のプライドが傷ついたのだろうか。玲音ほどの美丈夫なら、どんな女性でも夢中になって追いかけるだろうと思う。凡庸な私なんて放っておいていいはずなのに。

「連絡しなかったのは、すみませんでした。あの夜のことはなかったものとして、同じ部署の上司と部下として接していただければ幸いです」

　これで、終わるはずだった。

　偶然の再会には驚いたけれど、私たちは一夜限りの関係なのだから、これ以上なにかが起こるわけはない。

　だが玲音は猛禽類のごとく獰猛に双眸を細める。

「そういうわけにはいかない。やっと見つけたんだ。もう逃がさないよ」

「……え」

　玲音は私の髪の一房を掬い上げると、そこにくちづけを落とす。

　そのとき、エレベーターの扉が開いた。

　ホールにいる誰かがボタンを押したからだ。

　社員が箱の中の私たちに目を向けたときには、すでに私の髪はさらりと胸元に落ちていた。

「では、のちほど」

「かしこまりました、部長」

　冷静に述べた玲音は何事もなかったかのようにエレベーターを降りると、フロアへ戻っていった。

　待っていた社員が乗り込むのを確認した私は、「何階ですか？」と訊ねながら二階のボタンを押す。

　今さら、どきどきと鼓動が脈打ってきた。

　玲音は、私との関係を続けるつもりでいるのだろうか。

　先ほどの台詞は、どういう意味で言ったのか。

　総務課へ書類を届けた私はフロアに戻ったが、もう玲音の顔を見ることはできず、ずっとパソコンに眼差しを注いでいた。




　終業後、会社を出た私は溜息をついた。

　今日は玲音のこともあり、ひどく疲れた。ビルの隙間から見える空は私の心を表したかのように、灰色の雲が広がっている。

　これから上司の玲音とどんな顔をして接すればいいのか、悩みどころだ。彼はどういうつもりなのだろう。

　駅までの道のりを歩いていたとき、すっと歩道に黒塗りの高級車が横付けされる。

　ふと振り向くと、助手席側のウィンドウが開いた。

「おつかれさま、ユミ」

「れ、玲音……！　じゃなくて、部長」

　社外だからといって、平然と愛称で呼ぶ彼に、思わず周りを見回す。会社の人間が通りかかったら、特別な関係ではないかと疑われてしまう。

　けれど玲音は堂々と車から降りると、私の手を取った。

「さあ、車に乗って。エスコートするよ」

「エスコートはけっこうですから、すぐに運転席に戻ってください。お願いですから」

　苦笑した玲音はそれでも私の手を離さず、助手席側のドアを開けた。

　玲音が諦めてくれなさそうなので観念する。誰にも見られないよう、私は素早く座席に乗り込んだ。

　運転席に着いた玲音は、ゆっくりと車を発進させた。

　また狭い箱の中にふたりきりになり、私の胸が奇妙な緊張に高鳴る。

　小雨が降ってきて、数多の水滴が硝子を濡らした。

　あのときも、雨だったな……。

　玲音と埠頭へドライブに行って、スコールに見舞われたことを思い出す。そのときに私がまぐろと言われた失恋経験を話したので、彼とセックスするという流れに至ったのだった。

　ふいに玲音が口を開いた。

「俺は、きみが忘れられなかった。ずっと会いたかった。連絡がないのはもしかしたら、きみの身になにかあったのかと心配した。それかユミは俺のことなんて忘れて、新しい恋人を作っているのかとも考えた。そう思うと、やりきれない気持ちになったよ」

「玲音……」

　切々と語られた彼の思いを聞いて、私の胸がずきんと痛んだ。

　彼が、こんなに私のことを思っていてくれたなんて。

　私のほうこそ、ずっと玲音を忘れられなかったし、彼にはもう忘れられたのだと思い込んでいた。

　切なくて苦しくて、胸が痛い。

　私は、ずっと玲音に会いたかった。でも、そうすることができなかった。

　押さえ込んでいた想いが溢れそうになり、口元に手を当てる。

　本当は、玲音と再会できて嬉しい。彼に忘れられていないと知って、また「ユミ」と甘い声で呼んでもらえて、体が浮き上がるほど心が弾む。

　でも、南国の情熱的な夜に戻れるわけないと、いつもいつも、今だって、自分を律していた。

　玲音は真剣な表情で言葉を継ぐ。

「だからほかの女性を受け入れられなかった。きみのことばかり考えているんだから当然だ。あの素晴らしい夜を何度も思い返していた。……ユミは、この二年間どんなふうに過ごしていたんだい？」

「……仕事をしていただけよ。新しい出会いなんてないわ。私も……玲音を忘れられなかったから」

　ほっとしたように、玲音は頬を緩めた。

　私の答えで緊張から解き放たれたような彼の顔は、南国で出会った優しい玲音を彷彿とさせた。

「そうか……。連絡しなかったのは、俺が至らなかったからでも、新しい恋人ができたからでもないんだね？」

　私は、ゆるゆると頷いた。

「あの一夜が素晴らしいものだったからこそ、思い出としておくのがいいと思ったの。だって私は美人でもない、凡庸な女だから、日常で会ったら色褪せてしまうわ」

「そんなことはない。きみは自分の魅力に気づいていないよ。俺にとってのきみは、人魚姫のように美しい。ただし泡になって消えることは俺がさせないけどね」

　久しぶりに『人魚姫』と称されて、私の顔が綻んだ。キザな台詞が玲音には似合う。まるであの夜が戻ってきたようだった。

　私は二年前に聞けなかった、気になっていたことを訊ねた。

「あなたには恋人や奥さんはいないの？」

「いないよ。だからきみを口説いている。俺が二股をかけるような男じゃないと、これから証明しよう」

「えっ、これから？」

　信号が青になった。玲音は飴色のギアを入れる。雨の都会を薙ぐように、ワイパーが動いて雨粒を消し去った。

「俺のマンションに連れていくよ。部屋を見てもらえたら、ほかの女なんていないとわかってくれるだろう？」

「はあ……」

「ユミが日常を恐れているからこそ、俺のことを知ってほしい。南の島で語った俺の言葉には、なにひとつ嘘はない。これからきみと、あの夜の続きをしたい」

　誠実な玲音の言葉が、じんと胸に響いた。

　南の島の一夜は素晴らしいものだった。

　けれど、日常との落差がありすぎて、あれは夢だったのかとも思えるのだ。まるで泡になってしまった人魚姫のように儚くて、私の中に自分がまぐろでない、という自信はまだ生まれていない。

　でも、「俺のことを知ってほしい」と言う玲音に好感を抱いた。

　ずっと私を捜していたということからも、彼の真剣さがうかがえた。

　あの一夜で見た彼は虚飾ではなく、ありのままの玲音なのだということを感じて、私は安堵した。

　ややあって、車はマンションの地下駐車場へ滑り込む。

　高級住宅街にある低層マンションで、とてつもない高級物件だ。

　車から降りると、玲音は私と手をつないだ。

　手のひらを通して、彼の熱い体温が伝わってくる。

「あ、あの、どうして手をつなぐの？」

「きみが逃げないようにだよ。雨のせいか、少し手が冷えたね。温めてあげよう」

　会社の部下としてではなく、玲音は恋人のように私に接する。彼は南の島で会った紳士的で優しい玲音のままだ。

　逃げたつもりはなかったけれど、彼は私が連絡しなかったことを、逃がしたとして悔いているのかもしれない。玲音の執着が、なぜか心地よく感じた。

　ふたりでエレベーターに乗り込み、最上階へ到着する。

　ワンフロアが一戸という物件で、玄関扉の前には門がついていた。

　門を開いた玲音は、カードキーをかざして重厚な玄関扉を開ける。

「どうぞ」

「お、お邪魔します」

　くい、とつないだ手を引かれ、玄関内に踏み込んだ。

　長い廊下にはいくつもの扉があり、センサーで自動的に照明が点く。

　音もなく、重い玄関扉が閉まる。

　その瞬間、私の体は逞しい腕に搦め捕られた。

「あっ……」

「ユミ、ユミ……会いたかった。きみを抱きしめる夢を何度も見た。そして覚醒しては絶望していた。だが、今度こそ現実なんだな。俺は、きみをこの腕に抱いている」

　彼の激しい熱情に囚われて、息もできない。

　玲音はこんなにも、私を想っていてくれたのだ。

　強靱な腕に手を添えて、彼の熱い想いを胸に染み込ませる。

「私も……会いたかった。あなたに抱きしめられたときの熱さを、忘れたことはなかったわ」

　口にすると、すとんとその想いは胸の中心に収まった。

　私は、ずっと玲音に会いたかった。

　それをとうとう彼に伝えることができたという事実に、胸が喜びでうち震える。

　運命なんて信じていないはずなのに、奇跡的な巡り合わせに、私たちの縁を感じることができた。

　それは玲音のほうもそうなのだろうか。

　私の肩を抱いた玲音と向き合い、長い指で頤を掬い上げられる。

　情欲を帯びた双眸が迫り、雄々しい唇が傾けられた。

　そっと瞼を閉じた私は、熱いくちづけを受け止める。

「……ん」

　再会のキスは、まろやかで甘かった。

　私の瞼の裏に、南国の夜の星々のように悠久を思わせる輝きが瞬く。

　下唇を吸った玲音は、ぬるりと唇の合わせを舐め上げる。

　思わず私は薄く唇を開いた。すると、雄々しい舌が口腔に侵入する。

「んっ……んく……」

　舌根を掬い上げられ、搦め捕られる。

　敏感な舌を擦り合わせると、甘美な快楽が生まれた。

　チュウ、と舌を吸い上げられて、頭がぼうっとする。少し顔を離した玲音は、真摯な双眸を向けてきた。

「抱くよ。いいね？」

「あ……待って」

　はっとした私は、玲音の強靱な胸に手をついた。

　南国の情熱的な一夜は鮮明に心と体に刻まれている。

　だからこそ、元彼から言われた『まぐろ』という言葉がトラウマとなってつきまとった。

　玲音は私を「まぐろじゃない」と言ってくれたけれど、あのときはバカンスで盛り上がっていたので積極的になれたのではないかと、冷静になってみると思うのだ。旅先での高揚感だけでなく、多少のお酒も入っていた。

　それなのに二年が経過して、またあの夜のように情熱的に抱き合えるのかというと、自信がない。やっぱり私はまぐろで、なにもできず彼をがっかりさせてしまうのではないかという恐れが湧いた。

「どうしたんだい？」

「私……やっぱり、まぐろじゃないかと思って。あなたはそうじゃないと言ってくれたけれど、あのときは旅先の高揚感があったから、違う自分を出せたんじゃないかしら」

　心配事を口にすると、玲音は柔らかく微笑んだ。

「ユミはまぐろじゃないよ。大丈夫だ。むしろとても可愛かった」

「そう……？」

「もし気になるなら、きみが徐々に積極的になれるよう、俺がリードしよう。どんなふうにしたいか、ふたりで相談しながらなら、きみも自分のやりたいことを出しやすいと思うんだ」

「……わかったわ。それなら私も、あの夜の自分を取り戻せそうな気がする」

　私は頷いた。丁寧に私との関係を紡ごうとしてくれる彼に信頼感が湧いた。

　玲音は私の背を抱くと、ひとつの扉の前に促す。

　彼が扉を開けると、そこはバスルームだった。瀟洒な脱衣所には壁一面の鏡と、二台のシンクボウルが設置されている。バスルームを隔てる扉は硝子張りなので、向こう側が透けて見えた。セピア色の壁は落ち着きがある。

「無理をする必要はないんだよ。俺はどんなきみでも受け入れる」

「だって……まぐろって元彼に言われたことがトラウマで……」

　チュと唐突に唇にキスされた。

　玲音は獰猛に双眸を細めて、私を見つめる。

「いけない唇だな。まだ元彼のことを口にするなんて」

「あ……未練はないわ。ただ、言われたことが悔しくて……それだけなの」

「それじゃあ、きみがまぐろでないことを、俺が何度でも証明してあげよう。元彼に言われたことなんて忘れてしまうくらい、ユミを変身させるよ」

　どきりと私の胸が期待に弾む。

　元彼から言われた罵倒なんて、本当は忘れてしまいたいと思っている。

　玲音なら、優しく私を導いてくれる。それにあの夜の情熱をもう一度取り戻してみたい。

　だから──

「私……玲音に抱かれたい……」

「俺もだよ。ずっときみを抱きたかった……」

　向き合った私たちは自然に唇を重ね合わせた。

　玲音は私のジャケットを脱がせて、ブラウスの釦を外していく。スカートを下ろされると、ピンク色のガーターベルトが鮮やかに目に映る。

　触れるか触れないかのタッチで私の腰をなぞり上げた玲音は、目を細めた。

「ガーターベルトとは扇情的だね。誰かに見せるためなのかな……？」

「私には玲音のほかに誰もいないわ。パンストだと今の時期は蒸れるから……機能性がいいからガーターベルトを穿いてるの」

「なるほど。要するに、俺のためということかな？」

「そ、そういうこと……ね」

　私は恥ずかしながらも同意した。こんな状況では確かに、玲音のために穿いているということになってしまうのだろう。

　キャミソールの紐を外され、するりと脱げたピンク色のキャミソールは床に滑り落ちる。続いてガーターベルトの金具を外し、両脚のストッキングを下ろされた。けれど彼はガーターベルトは外さない。

　私の身をまとうものはブラジャーとショーツ、そしてガーターベルトのみになった。下着はすべてピンク色でまとめている。

　うっとりと目を細めた玲音は、まるで美術品のように私の下着姿を鑑賞した。

「いいね。裸のきみも、もちろん素敵だが、下着姿というのもなかなかにそそる」

「そんなに見られたら恥ずかしい……玲音も脱いで。私から、脱がせてもいい？」

　南国の夜が再現されたような状況に、私たちは顔を見合わせて互いに笑みを零す。

　あのときより私は積極的になれているだろうか。

「もちろん、いいよ」

　彼の漆黒のジャケットを脱がせる。ネクタイがうまくほどけなかったが、彼の手を借りて、しゅるりと外す。シャツの釦のひとつひとつを外していくと、高揚感に包まれた。

　私は極上の男を裸にして、これから抱き合うのだという興奮が胸のうちから湧き上がる。

　あのときと同じように、彼はベルトを自ら外す。

　ここから跪いて、スラックスとパンツを脱がせるのだ。

　私はおずおずと玲音の足元に膝をついた。

　そうすると彼の股間が目の前に来て、羞恥にかぁっと頬が熱くなる。

　スラックスに手をかけて、彼を見上げると、玲音は楽しげに私を見下ろしていた。きっと彼の視界には私の胸の谷間が見えているだろう。

　どきどきして、緊張した私は思いきりスラックスを引き下げてしまった。するとボクサーパンツごと脱げてしまい、極太の屹立が天を衝く。

「あ……す、すごい……」

「きみとキスしただけで、こんなに興奮してしまったんだ」

　愛しい雄芯に惹かれて、私はそっと唇を寄せる。

　舌を差し出し、ぬるりと舐め上げると、雄の味がした。

「ああ、ユミ……いいのかい？」

「玲音を気持ちよくしてあげたいの。でも口でするのは初めてで……どうしたらいい？」

「裏筋が一番気持ちいいから、ゆっくり舐めてほしい」

　言われた通り、屹立している楔の裏側に、ゆっくりと舌を這わせていく。すると頭上から、淡い息が零れた。玲音は気持ちよくなってくれている。

　それが嬉しくて、何度も裏筋を舐め上げていると、褒美のように髪を撫でられた。

「上手だよ……。ユミの舌は極上のベルベットのようだ」

　褒められて、私の胸に誇らしい思いが湧いてくる。

　まるで娼婦のように淫らに、彼の肉棒をいやらしく舐めしゃぶった。

　欲は留まるところを知らず、括れを舐り、先端を口に含む。唇を窄め、ちゅぷちゅぷと熱い先端を音を立てて愛撫する。

「くっ……ユミ、無理しなくていいんだよ」

「ん、ふっ、だって、あなたにしてあげたくて……」

　玲音に喜んでほしいし、愛撫している私自身が興奮してやめられなくなっていた。

　もっと喉奥まで呑み込もうとしたとき、玲音が私の肩をやんわりと押して、雄芯から引き剥がす。

「あっ……ん」

「嬉しいけど、今日はこのくらいにしておこう。このままきみに口淫されたら暴発してしまいそうだ」

「私の口に出してもいいのよ？」

「きみって人は……！　それはとても嬉しい申し出だけれど、もっとユミが慣れてからにしよう」

「わかったわ……じゃあ、また今度、させてね」

　残念だけれど、それほど玲音が感じてくれたなら嬉しい。男性は口淫されると、とても気持ちのよいものだと知れた。

　足元に絡まっていたスラックスやボクサーパンツをまとめて脱いだ玲音は、逞しい裸身を曝す。二年前と同じで、均整の取れた雄々しい体は神が造形したごとく美しい。

　切迫した様子で眉根を寄せた彼は私の背を促し、バスルームに入った。

「もう我慢できない。シャワーを浴びよう」

　玲音はシャワーのコックを捻る。

　すると雨粒のようなレインシャワーが頭上から降り注ぐ。

　肩を抱き寄せられ、ブラジャーの紐をそっと外される。片方の乳房がまろびでた。

　私の唇を吸った玲音は、顎から鎖骨へと伝い下り、水滴に濡れた紅い突起にむしゃぶりつく。

「あっ……あぁ……ん」

　風呂場なので、甘い声が響いてしまう。

　すると淫猥さが増すように感じて、いっそう体が熱くなった。

　乳暈ごと口腔に含まれ、肉厚の舌でぬるぬると乳首を舐られる。

　雨粒さえも快感に変わっていくようだ。

　彼とともにレインシャワーを浴びて、私の肌も髪もしっとりと濡れていく。

　チュクチュクと淫らな音を奏でて乳首を捏ねられると、紅い尖りは硬く勃ち上がって光り輝いた。

　玲音はもう片方の紐も外して、ふるりと乳房を露出させる。

　けれどブラジャーは外さないので、裸よりも淫らな状態に感じた。

「こちらの果実も愛でてやらないとな」

　左と同じように右の突起を唇に含み、ねっとりと舐めしゃぶられた。

　もう片方の乳房は大きなてのひらに覆われ、丹念に揉み込まれる。

「あぁ……あん……はぁ……」

　舌先で巧みに突かれたり、捏ね回されたりして、瞬く間に右の乳首も勃ち上がり、紅く色づいてしまう。

　チュッと頂点にキスをして唇を離した玲音は、満足げに微笑んだ。

「相変わらず愛撫に感じやすいね。とても可愛いよ。こちらはどうなってるかな？」

　下肢に手を伸ばした彼は、クロッチの隙間から花襞を探る。

　そこはもう、愛蜜でぬるついていた。

　玲音の指が前後して、ぬるぬると蜜液が彼の指に絡みつく。

「ずぶ濡れだ。そんなに感じた？」

「あ、だって……」

　情熱的なキスや言葉で体が熱くなり、口淫ですでに腰の奥まで感じていた。さらに淫らに胸を愛撫されたのでは、快感を得た体はとろとろと零す愛液が止まらない。

　それに下着姿のままで抱きしめられながらレインシャワーに濡れるというシチュエーションが、興奮をもたらした。玲音の黒髪もしっとりと濡れて色香を匂わせ、双眸は情欲の色を帯びている。

「あの、玲音……下着は、脱がさないの？」

「脱がしたほうがいい？」

　甘く掠れた声で聞き返した玲音は、花襞から指を離した。

　どうしたらいいのかわからなくて、うろうろと視線をさまよわせる。

　すると玲音は、私をバスタブの縁に座らせた。

「ショーツだけ脱ごうか。ちょっとここに座って」

「え、ええ……」

　バスタブは大きなタイプなので、縁は尻をつくのにちょうどいいスペースだった。

　私を座らせると、玲音は床に跪く。

　彼は両手で私のショーツを摘まむと、ゆっくり下ろしていった。

　濡れているので、すぐに脱げず、肌に引っかかる。バスタブの縁に手をついた私はどきどきしながら、獰猛な眼差しでショーツを下ろす玲音を見ていた。

　ようやくショーツが足先から脱げると、ガーターベルトと外れかけたブラジャーのみという淫らな格好になる。むしろ裸より恥ずかしい。

　羞恥に頬を染めていると、彼は私の膝頭に手をかけて、ゆっくりと大きく開いていった。

「あぁ……玲音、恥ずかしいわ」

「恥ずかしがるきみは可愛いよ」

　玲音の眼前に、秘所が曝される。獰猛な双眸が、ガーターベルトに飾られた秘部をじっくりと炙るように見つめている。

　かぁっと体が熱くなり、腰の奥からじゅわりと濡れた。

　とろりと愛蜜を滴らせる私の秘所を見て、唇に弧を描いた玲音は低い声音で囁く。

「すごく綺麗だ……。見られただけで感じた？」

「……ん」

　小さな声を出して頷く。

　すると玲音は内股をぬるりと舐め上げ、舌で辿っていく。

　太股の付け根の際どいところに、チュ、チュッと強めのキスを与えていった彼は淡い刻印を残した。

　私の胸がどきどきと高鳴る。

　そこまで来たら次は……。

　けれど私の予想を裏切り、彼は右脚の内股も同じように舐め上げた。

　失望と期待が綯い交ぜになり、私の胸のうちはさらに昂る。

　大きく脚を開いて、跪かせた男性に脚を舐めさせるなんて、淫靡な光景に高揚した。

「たくさん痕をつけるよ。きみが俺のものだという証にね」

「あ……そんな……」

　チュッ、チュウッと内股に吸いついて、小さな紅い華が咲いていく。

　ほんの少しの痛みが、さらに腰の奥を疼かせた。

　とろとろと甘い快感に滴り落ちている蜜液が、バスタブを伝い、シャワーの湯と混ざり合う。

　目を細めた玲音は、さらに私の脚を開かせて、淫猥な花園を眺めた。

「いけない子だな。こんなに濡らして」

「あ、だって……」

　この格好に興奮してしまって、なんて言えない。

　私は目を逸らし、もじもじと脚を揺らした。

「いけない子には、お仕置きが必要だ」

「え……あっ、あぅん！」

　花園に顔を埋めた玲音は、ぐりっと蜜口に舌をねじ入れた。

　生温かくて柔らかな舌に奥まで挿し入れられ、突然蜜道を塞がれた花筒が、きゅうんと収斂する。

　さらに玲音は奥まで押し込んだ舌を蠢かせ、淫猥に内壁を探る。

　ぬるぬると膣内を舐られる感触に、蕩けるような快感が広がっていく。

「あ……はぁ……あぁん……」

　私はバスタブに手をついて、自ら大きく脚を開いた。玲音の舌を、迎え入れるように。

　雄々しい舌はまるで楔をそうするように、チュクチュクと出し挿れを繰り返す。

　蜜口をなぞり上げると、ねっとりと花襞を舐め上げる。それから淫芽を濡れた舌で包まれた。

「あっ、ん……そこは……」

「感じすぎる？」

「ん……すぐにイッちゃう……から……」

「一度イッたほうがいい。すごく気持ちよくなれるよ」

　蕩ける笑みを浮かべてそう言った彼は、愛芽を口腔に含むと、濡れた舌で淫らに舐った。

「あぁ……っ、あ……はぁん……」

　つぷりと、ずぶ濡れの蜜口に指が挿し入れられた。

　長い指が根元まで挿入され、壺口はきゅうと指をしめつける。

「んっ、ふ、あふっ……ふぁ……」

　ズチュズチュと指を抽挿され、咥え込んでいる蜜口がひくりと震えた。

　淫核は彼の舌でねっとりと舐られている。

　あまりにもいやらしい愛技に、官能が膨れ上がってたまらない。

　腰を揺らすと、溜まりきった快感が弾けそうになる。

　私は足の爪先を立て、びくびくと腿を小刻みに震わせた。

「あはぁ……ん……感じる……いく……いくぅ……」

　甘い声をバスルームに響かせて、オーガズムに達することをねだる。

　すると、くいと蜜洞に挿入していた二本の指を折り曲げられた。内壁の感じるところを指先で擦られると、凄絶な快楽が体を貫く。

「あぅん、や、やぁっ、あっ……あ、あぁんぁ──……っ……」

　ジュッと、巧みな指技と同時に淫芽を強く吸い上げられた。

　たまらず溜め込んだ快楽が破裂して、甘い水が全身に広がるような感覚に侵される。

　レインシャワーが床を打つ水音が、遠くに聞こえた。

「あぁ……あ……ん……」

　霞む視界の中で、まだぬるぬると淫核を舐り、優しく指を抽挿している玲音の愛撫を感じていた。

　彼は私が達したからといって、すぐに手や唇を離さない。まるで後戯のように、熱が引くまで優しく愛撫を続けている。

　それが気持ちよくもあり、さらなる悦楽を煽る熾火でもあった。

　もっと、太いものがほしい。

　指では足りない。彼の雄々しいもので貫かれたい。

　そんな欲が、達した体の奥底から湧き出てくる。

　ようやく唇と指を離した玲音は、ぐったりしている私の体を支えた。

「すごく気持ちよくイけたね。可愛い声がたくさん出たな」

「ん、ふ……も、もっと……」

　彼の腕にもたれながら、ぼうっとしたまま、ねだった。

　玲音が、ごくりと喉を鳴らす。彼の逞しい喉仏が上下するのを、胸を弾ませて私は見ていた。

「もう我慢できない。ここで抱いていいかい？」

「あなたがほしいの……ここで、して」

　上目で見ると、獰猛な色を帯びた双眸を向けられる。

　玲音は私を立たせると、体の向きを変えさせた。

「バスタブに手をついて。尻を突き出すようにするんだ」

　高く尻を掲げると、玲音はガーターベルトごと私の腰を掴んだ。彼の指先がベルトに差し入れられて、悪戯にパチリと弾く。

「あっ……やぁ……」

「とても綺麗だ……。挿れるよ」

「んっ、あっ」

　ぐっと、濡れた蜜口に硬い切っ先が押し当てられる。ずぶ濡れの壺口は、ずぶりと先端を咥えた。

「んあっ、あぁあ──……っ……」

　ずぶんと一息に剛直が奥まで押し込まれる。

　ぐりっと切っ先で最奥を穿たれ、衝撃に背を仰け反らせる。

　いっぱいに楔を咥えた花筒は求めていた充溢感に、きゅうんと引きしまった。

　すべてを収めた玲音は深い息を吐く。

「ああ……やっとユミの中に入ったよ。ずっと、こうしたかった」

「ん……私も……あなたに、抱かれたかった」

「本当？　嬉しいよ」

　体を倒した玲音は、私の首の後ろに、熱いくちづけを落とす。

　この想いはずっと私の胸の奥に押し込めていたものだった。それを彼に抱かれた今、会えなかった二年分の想いをのせて、彼に伝えることができた。

　どうして二年もの時間を、彼なしで過ごせたのだろうと思う。

　私の体と心は、こんなにも玲音を求めていたというのに。

　互いを求め合うために始まった律動は激しく官能を揺さぶる。

「あっ、あっ、はぁ……あぁん、あん……」

　極太の雄芯が濡れた媚肉を擦り上げるたびに、嬌声が撒き散らされた。

　後ろから腰を掴まれているためか、ぐっと根元まで楔が深く押し込まれるのを感じる。そして鋭い切っ先が子宮口をずくずくと穿つ。

「あ、あん、感じる……すごい……」

「感じているきみはとても綺麗だ。後ろからだと、前とはまた別のところに当たって、気持ちいいだろう？」

「あっ、あっ、いいの……きもちい……」

　ズッチュズッチュと淫靡な音色を奏でて、獰猛な楔が出し挿れされる。

　そのたびに甘い悦楽が体中に広がる。私の体は爪先まで、まるで砂糖菓子のようにぐずぐずに蕩けた。

　愛しい雄芯をずっぽりと咥え込んでは、引き抜かれる間際に濡れた媚肉が絡みつく。

　また力強く押し入れられて、感じるところを抉られた。

　グチュグチュと卑猥な音とともに抽挿は延々と続けられる。

　淫らに揺さぶられながら、びくびくと腿を震わせ、きつく背を反らす。

「あっ、あぅ、あ、いく……あ、あっ……」

「一緒にいこう。いいね？」

　後ろから玲音に、ぎゅっと抱きしめられる。耳元で甘く囁かれた言葉に抗う術もなく、私は彼に搦め捕られていた。

「あ、ん、玲音……い、いく……あっ、あぁ──……っ……」

　ぐっと子宮口を先端で突き上げられ、甘い芯に脳天まで貫かれる。

　瞼の裏が白い紗で覆い尽くされた。

　がくがくと震える体をしっかりと抱きしめると、玲音は雄芯を引き抜く。

　爆ぜた雄芯から濃厚な子種が迸り、つうと私の尻を垂れていった。

　やがて四肢から力が抜けた私は、床にくずおれる。

　玲音は私の体を優しく掬い上げると、バスタブの縁に座らせて、まとわりついていたブラジャーとガーターベルトを外した。

　レインシャワーからハンドシャワーに切り替えて、玲音は私の足元からぬるま湯をかける。

「脚を開いて。ずぶ濡れだから、とりあえず洗い流そう」

「……ん」

　私はおずおずと脚を開いた。

　秘所は淫液でどろどろに濡れそぼっている。そして彼の放った白濁も、太股にかけて垂れていた。

　玲音は跪くと、私の下半身にシャワーを当て、丁寧に洗い流した。

　水音に混じり、彼はぽつりと呟く。

「ゴムをしなかったこと、気にしてる？」

「……少し……」

　私は正直に頷いた。

　外で出したから大丈夫だとは思うけれど、もし妊娠したらどうしようという恐れはある。

　不安に顔を曇らせる私を、玲音は真摯な双眸でまっすぐに見た。

「もし妊娠したら、責任を取る。きみはもう、俺のものだ」

　独占欲を滲ませる台詞に、どきりと鼓動が跳ねる。

　私たちの関係は、これきりではないのだ。

　もしかしたら再会したことで盛り上がっただけで、今夜限りの関係かもしれないと頭を掠めたけれど、玲音にそのつもりはなかった。

　それがわかり、私の胸に安堵が広がる。

　玲音は電話番号を残したことも、再会して自宅に呼んだことも、いい加減な思いでしたのではなかった。私に対して責任を持ちたいと、彼は望んでくれるのだ。

　私を思いやって、大切にしてくれる。そんな彼に愛しさが湧いた。

　やがてシャワーは上半身に移り、綺麗に洗い流される。

「私は……玲音を信じるわ」

「ありがとう。俺はもうきみを逃さないと決めた。俺たちの関係はもちろんこれで終わりじゃないと、わかっているよね？」

「え、ええ……」

　玲音は自らもシャワーを浴びる。彼の溌剌とした肌に触れた水滴が弾けた。名匠が彫り上げた傑作のごとき肉体は、惚れ惚れするほど麗しい。

　シャワーのコックを捻り、湯を止めると、玲音はバスタブに座っている私の膝裏と背を掬い上げる。

「きゃ……！」

「さて、人魚姫が海へ還らないよう、じっくりつなぎとめておかないとな」

　横抱きにされて、脱衣所を通過する。玲音はついとバスタオルを攫うと、堂々とした足取りで廊下を渡り、寝室へ入った。

　廊下にはふたりの水滴がぽたぽたと零れ落ちている。

　広い寝室にはキングサイズのベッドが鎮座しており、濃紺のカーペットとカーテンでまとめられた落ち着きのある空間だった。ベッドサイドのランプがほんのりと灯り、純白の寝具を浮かび上がらせている。

「玲音、水滴が……体がびしょ濡れだから、拭かせて……！」

「いいとも。俺から逃げないと、約束したらね」

「に、逃げないから……！」

　彼はまるで私が本物の人魚姫のように扱う。私が玲音から逃げるなんて、あるわけないのに。

　びしょ濡れの体をキングサイズのベッドに下ろされる。

　私がせめてもと体を丸めていると、ふわりと純白のバスタオルがかけられた。

　バスタオルの上から玲音は大きな手で、私の髪や体を撫でさする。胸や尻まで手が伸びて、私は子どものような歓喜の声を上げながらベッドを転げ回った。

「きゃあ！　やだ、玲音ったら」

「可愛らしい顔を出して。俺の人魚姫」

　甘い声に導かれ、くるまったバスタオルの隙間から目を覗かせる。

　優しい笑みを見せた玲音は私の顔にかかったバスタオルをそっと剥ぐと、チュッと唇にキスをした。

　腕を伸ばした私は、逞しい彼の首に回す。

「私の王子様はとても素敵だわ……」

「ありがとう。すべて俺に身を任せてくれ」

　チュ、チュッと小鳥が啄むようなキスを繰り返しながら、玲音はベッドに乗り上げてくる。いつの間にか彼の肩にはバスタオルがかけられていた。私がバスタオルにくるまれている間に、素早くもう一枚のバスタオルで体を拭いたようだ。

　まだ彼の首筋に残されている水滴が、逞しい首元を飾る宝石のように光っている。

　私はキスの合間に、玲音の首筋をそっと吸った。

　水滴は私の唇に吸い込まれ、溶けて私の体の一部になる。

　目を細めた玲音は、人魚姫のドレスを剥がすように丁寧に、私の体をまとうバスタオルを指先で摘まんだ。

　そうすると、しっとりと湿りを帯びたふたつの膨らみがまろびでる。

「ここは水滴が残っているかな？」

　チュッと紅い頂に吸いつかれ、鋭い快感が胸から体中に広がる。彼の愛撫で、快楽の熾火は容易に燃え上がった。

　びくんと体が跳ね上がり、鼻にかかった甘い声が漏れる。

「あっん」

「可愛い声だ。もっと啼かせてみたくなる」

　チュ、チュクと淫らな音を鳴らして、乳首を吸い上げられる。

　そうされると、甘い疼きが腰の奥にまで響いた。

　乳房を揉み込まれながら突起を舐られて、私はもどかしげに腰を揺らめかせる。

「はぁ……あぁん……」

　玲音は両方の突起をたっぷりと舐り、ジュッときつく吸う。

　ようやく彼が唇を離すと、ぬらぬらと光った乳首が銀糸をつなげた。

　ところがそれで終わらず、玲音はまた右の乳首を愛撫する。散々弄られた尖りは、すっかり勃ち上がって紅く色づいている。

「あぁ……玲音……胸ばかり……いや……」

　同じところばかり愛撫されて体がつらくなってくる。先ほどシャワーで綺麗に流したはずなのに、快感を得た蜜洞は、とろりとした愛液を蜜口から零していた。

　双眸を細めた玲音は、花襞に手を忍ばせる。

「ここも、してほしい？」

　ぬるぬるとした感触の花びらは、彼の指をしとどに濡らした。

　つぷりと蜜口に指を挿し入れられると、ぐちゅりと卑猥な音色を鳴らす。

　クチクチと花壺をかき回した玲音は、嬉しそうに頬を緩めた。

「甘い蜜でずぶ濡れだ。こんなに感じてくれるなんて嬉しいよ」

「それは……玲音だから……」

　頬にキスを落とした玲音は、指を引き抜いた。

　濡れた指を、彼は見せつけるような淫靡な仕草で、ぺろりと舐める。

　悪辣な表情に、どきりと私の胸が跳ねた。

「これならすぐに俺のものを受け入れられそうだ。挿れるよ？」

「ん……」

　顔を熱くして、私は頷く。

　自ら脚を開いて、彼を迎え入れた。

　サイドテーブルの引き出しから取り出したコンドームを装着した玲音は、私の腰を抱え直した。屹立した楔の先端を、ずぶ濡れの蜜口に宛てがう。

　ずちゅんっ……と水音を鳴らして、一息に極太の雄芯が身を貫いた。

「はぅっ、あ、あぁ……あぅん……入ってる……いっぱいに……」

　熱杭を膣内にずっぽりと咥え込んだ私は、息もできない。

　ぐっと腰を押し込んだ玲音は、額にうっすらと汗を浮かべて艶然と微笑んだ。

「根元まで、俺のものが全部、ユミの体の中に入ってるよ。最高に気持ちいい」

　ぐちぐちと淫猥な音を奏でながら、玲音は腰を蠢かせた。

　ずぶ濡れの花筒は男根をぐっちょりと濡らしていく。

「ユミは？　気持ちいい？」

「あぁ……きもちいい……玲音……」

　うっとりとして呟くと、玲音は力強く律動を開始した。

　グッチュグッチュと雄芯が媚肉を擦り上げ、淫液を撹拌する。

　硬い切っ先が、ずんずんと子宮口を突き上げて、私はすぐにも頂点に達しそうになった。

「あっ、はぁ……っ、また、いっちゃう……」

「ああ。ちょっと待って。少し我慢してみようか」

「え……」

　少し腰を引いた玲音は、私の片脚を担いで剛健な肩にのせた。

　そうして腰を使うと、今までとは違った緩やかな快感に侵される。

　達したいのに焦らされて、でも気持ちがよくて、この沼にずっと浸かっていたいような、やっぱり這い出たいような、奇妙な心地になる。

　極上の悦楽に閉じ込められて、私の喉からは甘い嬌声ばかりが零れ落ちる。

「あぁん……はぁ……ん、きもちい……でも、いきたい……あぁ、玲音……」

　ズッズッと抽挿している玲音は、艶めいた声を出す私を双眸を細めて見た。まるで獲物を射貫く猛禽類のような鋭さをその目は帯びていた。

「まだだよ。快楽を耐えているきみはとても妖艶で綺麗だ」

「はぁ……あぁん……あん……」

　甘い声を上げながら、ずっぽりと楔を咥え込んだ私は淫らに身をくねらせた。

　玲音は悪戯に、ぴんと乳首を指先で弾く。

　達する直前で耐えている私の体は、どこをさわられても敏感に快感を拾い上げた。

「ひゃっ……ひぁんっ、あん」

　びくびくと腿が震えて、きゅうんと雄芯を咥えた内壁が収斂する。

「っく……いいね。可愛いよ」

　目を眇めた玲音は、私の両の乳首をこりこりと指先で捏ね回しながら、逞しい腰を前後させて男根を抽挿した。

　体の至るところを、ねっとりと快楽に染め上げられて、途方もない官能に塗れる。

　指先が甘く痺れて、体が浮遊感を感じる。

　もはや達しているのかもしれないけれど、決定的なオーガズムは得られていなかった。

　ズチュズチュと楔を突き入れる玲音は、私のもっとも感じる奥のところを掠めるように巧みに蠢かせる。

「はっ……はぁ……ぁん、玲音、いきたいの、もう……もう、だめ」

　限界を伝えると、きゅうっと彼は胸の突起を摘まみ上げた。

　身を引き絞られるような切ない愛撫に、背が弓なりにしなる。

　それなのに、ずっぷりと挿し入れられた肉棒は、ぴたりと動きを止めた。

　濡れた媚肉は愛しい楔をきゅうっと包み込み、律動を促すかのように蠕動する。

「あぁあっ……玲音……っ、も、いかせ……っ……はぁあん……」

「まだ。もっと俺に可愛いきみを見せて」

　双眸を細めた玲音は悪魔のように囁いた。

　快楽の沼に浸り続けている私は絶望に身を震わせる。

「ひどい……もうだめなの……いきたい……」

　泣き言を言い出した私の唇を、玲音は優しいキスで塞ぐ。

「泣き顔も可愛いな。そんなに、いきたい？」

「うん……」

　担いでいた脚を下ろした玲音は、ぎゅっと私を抱きしめた。彼の熱い体温が伝わり、心の底から安堵を覚える。

　私は彼の背中に腕を回し、両脚を腰に絡めた。

「じゃあ、そろそろイかせてあげようかな。一番奥にたくさんキスするからね」

「あ、ん……キスして……」

　ようやく達することができる。

　それを許してくれた彼は、悪魔から一気に救世の王子様に変貌を遂げた。

　歓喜した私は快楽塗れになって熟れた体で、強靱な肉体にしがみついた。

　ズチュズチュと激しい律動を、必死に逞しい背に縋りついて受け止める。

　硬い先端が、ずくずくと子宮口を穿ち、淫靡なキスを繰り返した。

　その衝撃のたびに濃密な快楽が体を突き上げて、脳天まで痺れていく。

　玲音の強靱な背に回した私の指先に力がこもった。

「あんっ、あ、はぁ、あぅ、あぁん、あん、あっ、あっ……」

　弾む嬌声が止まらない。

　獰猛な雄芯に媚肉が擦り上げられるたびに、腰の奥に溜まっていた快楽が弾け飛びそうになる。

　たまらず私は、ぎゅうっと玲音の肌に爪を立てた。

「あぁん、あ、玲音、いく……もう……んっ！」

　達することを訴えた瞬間、唇を塞がれる。

　濡れた舌をねじ込まれ、ねっとりと搦め捕られた。

　上と下の口の両方にキスされて、悦楽の檻に囚われる。

　愛獄の中で、溜め込んだ愛欲が弾けた。

　体が甘く引き絞られて、きゅうと花壺が引きしまる。

　胴震いをした玲音は、ぐっと先端を子宮口に押しつけて、私の体の一番奥で爆ぜた。

　私たちは果てても、濃厚なくちづけを交わしながら、しばらく抱き合っていた。

　彼の雄芯がまだ体内にあることを感じる。密着した体とともに、下肢もまだつながっているのが嬉しい。

　やがて息が整うと、玲音はゆっくりと唇を解放する。

　私はしがみついていた彼の背を、優しく撫でた。そこにある傷が指先に触れて、はっとなる。

「玲音……ごめんなさい。あなたの背中に引っかき傷をつけてしまったわ……」

　彼は優しく微笑むと、私の乱れた前髪をそっとかき分ける。

「それだけ感じてくれたということだろう？」

「ええ……夢中になってしまって……」

「傷のことは気にしなくていいんだよ。ユミが積極的で、嬉しいよ」

　チュッと唇にキスをした玲音は、雄芯を引き抜く。

　コンドームを処理した彼は私の隣に逞しい体を横たえると、腕枕をした。空いたほうの片手は、私の手を握る。

　後戯に感じる彼の肌と体温が、安堵をもたらす。

　激しい快楽の波が、ゆるりと引いていくのは心地よかった。

「私……積極的になれてた？」

「うん。充分だよ。ユミが初めからまぐろではないことは、俺が証明するよ」

「……ありがとう」

　元彼から言われたことは、行為中は忘れていたし、今はもうまったく気にならなかった。玲音に抱かれて、私は変われたと思う。

　握りしめた私の手を持ち上げてキスを落とした玲音は、情欲の灯火が残る双眸を向けた。

「最後はイかせないよう我慢させて悪かった。ユミが可愛すぎて、意地悪をしたくなってしまったんだ。俺の腕に抱いているきみが、愛おしくてたまらない」

「……嬉しい。私、あなたといられて幸せだわ」

「俺もだよ。きみといると、安心できる。やっと手に入れた……」

　私は玲音のおかげで、トラウマから真に解放された。彼と体を重ね、こうして互いの体温を感じることで多幸感に包まれる。

　微笑んだ玲音は、私の瞼に柔らかいくちづけを落とした。

　それから、ちょんと彼は悪戯に胸の頂を舌先で突く。

「あん……玲音ったら。そんなことしたら、また……」

　困りながらも私の声は弾んでいた。

　再び私の頭の後ろに腕を差し込んだ玲音は、空いたほうの手で勃ち上がりかけた乳首を捏ねる。

「俺の家や寝室を見て、恋人や奥さんなんてものがいないとわかってもらえたかな？」

「ええ、わかったわ」

　私は玲音に胸を弄られながら、こくりと頷いた。認めたらやめてくれるのかと思ったが、彼の後戯は止まらない。

「それはよかった。きみはもう俺のものだから、これからもっと積極的になれるよう、毎日ベッドをともにしよう」

「えっ？　毎日……？」

　瞠目した私は聞き返す。

　美麗な笑みを浮かべた玲音は、すっかり勃ち上がった胸の頂を、むにっと指の腹で押し潰した。

「そう、毎日だよ。不安材料がなくなったところで、今度こそユミは俺とずっと一緒にいられるようになった。俺はきみを二度と逃がす気はないからね」

　唖然とした私は麗しい顔をした玲音を見つめる。

　彼が私に執着を抱いているのはわかっていたけれど、まさか毎日ベッドをともにして、積極性を磨いていくなんて、思いもしなかった。

「私たち、ずっと一緒にいられるの……？」

「そうだよ。一緒に暮らそう。うちで同棲するんだ」

「えっ!?　同棲するの？」

「難しく考えなくていい。身の回りのものを持って、うちにおいで。これから会社が終わったら、まっすぐこのマンションに帰ってくるんだ。もちろん俺の車で攫うから、そのつもりで。いいね？」

　きゅ、と紅い尖りを抓った玲音は、「あん」と甘い声が零れた私の唇をキスで塞ぐ。

　彼はくちづけながら、「わかったと言うまでキスをやめないよ」と唇を動かして囁いた。

　まったりと唇を奪われながら、私は「わかったわ……」と呟く。

　強引な彼には困ってしまうけれど、一緒に暮らせることに、胸のうちから喜びが湧き上がる。

　二年間、離れていた分を、同棲して寝食をともにすることで、埋められるような気がした。

　嫌々なふりをしながらも、私の心には玲音への愛しさが込み上げていた。

　驕慢に見えるけど優しい彼に搦め捕られることに心地よさを覚えながら、私は玲音と長いくちづけを交わした。







三章 愛欲の日々の終わり








　玲音と同棲を始めて、三か月が経った。

　豪勢なマンションには広いリビングとダイニングキッチンがあり、寝室のほかいくつかの客間がある。私は玲音から一室を自室として使っていいと言われて、そこに私物を置いていたが、夜は寝室のベッドで玲音とともに寝ていた。

　もちろん毎晩のように濃密に抱き合っている。季節が変わったこともわからないほど、私は彼との情事に溺れていた。

　それというのも、会社が終わるとすぐに玲音の車に乗せられて、ともにマンションに帰宅し、玄関でキスを交わしているうちにベッドにもつれ込むという流れだったから。

　ときにはそのまま玄関で抱かれることもあったし、先に食事をしようとしてテーブルに着いてから、手を握られたりしてキスが始まり、食事を放ってソファで抱かれてしまうなんてこともあった。

　そんな事情もあり、玲音と同棲したものの、もと住んでいたアパートを片付ける暇がなく、家具などを置いたままなので解約に至っていない。

　けれどそういった愛欲に溺れる生活が、たまらなく心地よかった。

　玲音はいつでも魅力的でリードがとても上手なので、ついつい私は絆されてしまう。

　彼に「上手だよ」「綺麗だ」「可愛いね」と褒められると嬉しくて、体を重ねるたびに女としての自尊心が満たされるのを感じていた。

　とある日、システムキッチンで夕飯の支度をしていると、今日は珍しく手を出してこないな……と思ったら、後ろから玲音に抱きつかれる。

「あん、もう。料理ができないじゃない」

　咎める声は弾んでいる。

　私は煮込んでいるビーフシチューをお玉でかき混ぜながら、空いた手を絡みついた玲音の腕に添えた。

　玲音は私の耳朶に、チュとくちづけると、鼓膜に甘い声を吹き込む。

「夕飯より早くユミが食べたい」

「だめよ。あとから作り直すの、大変なんだから」

「俺が引き継ぐと、具が全部溶けるまで煮込んでしまったりするからな……。わかった。先に完成させよう」

　料理を放り出してセックスに突入すると、失神した私の代わりに玲音が最後の仕上げを行ってくれることもままあるのだ。

　玲音は料理があまり得意ではないので、食事を作る係は分担している。

　私が作っていると悪戯を仕掛けてくるのが困りものだけれど、こうしてふたりでキッチンにいると、彼はいつも手伝ってくれた。

「俺はサラダを作ろう。ユミはシーザードレッシングが好きだから、手作りしてあげるよ」

「え？　ドレッシングから作るの？」

「意外と簡単なんだ。家にある調味料だけで作れるよ」

　玲音は手際よくレタスやキュウリなどの野菜を洗い、ザルに晒して水気を切っておく。

　それから冷蔵庫のマヨネーズや牛乳を取り出して、軽快にボウルで混ぜ合わせた。

　ブラックペッパーを高いところから振っている彼の姿に、私の胸はほっこりと温まる。

　玲音は私の好きなものを作ってくれるんだ……。

　些細なことにも、彼に愛されている実感が生まれた。

　ふたりだけのセックスライフを積み上げるのも喜びがあるけれど、こうしてふたりで料理をしていると、同棲しているんだなという思いを、ひしひしと感じる。

　胸をときめかせながら鍋に向かっていると、後ろの作業台にいた玲音が「ユミ」と呼んだ。

「なに？」

　振り向くと、玲音は口にプチトマトを挟んで、こちらに顔を突き出している。

　しかも緑のヘタの部分を歯で咥えていた。これでは私は丸ごとプチトマトにかぶりつかなければならない。

「もう……しょうがないなぁ……」

　嬉しそうに双眸を細めている玲音を上目で見ながら、あーんと口を開けた私は、プチトマトを丸ごと含んだ。その際、熱い唇が重ね合わされる。

　プチッとヘタをもいで、プチトマトを口に入れる。甘酸っぱいトマトの味が口の中いっぱいに広がった。

　ヘタを唇から外した玲音は、楽しげに笑う。

「あはは。斬新なつまみ食いだね」

「……つまみ食い、美味しいわ」

「じゃあ次は出来たてのシーザードレッシングを味見してもらおうかな」

　そう言った玲音は、小さなスプーンに、とろりとしたドレッシングを掬う。

「やだぁ！　絶対悪戯するつもりでしょ」

「しないって。ほら、あーん」

　美麗な笑みを見せながら、玲音は小さなスプーンを私の口元に持ってくる。

　唇を引き結んでいた私だけれど、つんと冷たいスプーンが唇に触れて、つい口を開いてしまった。

　玲音が差し出したスプーンによそってあるドレッシングを唇で吸い取る。

「ん。おいし……」

　爽やかなのに、まったりとした甘さのあるドレッシングは極上の美味しさだった。今までに食べたことのある、どのドレッシングよりも格別に美味しく感じた。

　つと、私の頬を大きな手で包んだ玲音に、ぺろりと唇の端を舐められる。

「あん……」

　ドレッシングの量が多かったせいか、口の端についていたのだ。

　舐め取るだけでは飽き足らず、彼は私の下唇をチュウッと吸い上げる。

　このままでは、また料理が未完成になってしまう。

　私は反撃して、玲音の唇に甘噛みした。

「おっと」

「ここまでにしてね。ビーフシチューがどろどろに煮崩れるわ」

「俺は一秒でもきみから離れたくないのに、どうして料理というのはこんなに時間がかかるんだろうな」

「玲音が私に悪戯するから、余計に時間がかかってるんだと思うけど……」

　ぼやきながら野菜サラダを作る彼に、微苦笑で答える。

　無事にビーフシチューと野菜サラダは完成したので、ダイニングテーブルに運ぶ。

　テーブルセッティングには繊細な模様のテーブルクロスが敷かれ、食器は高名なブランドのものが使われている。さらにテーブルは重厚な大理石だ。

　このマンションはどこもかしこも高級品が並んでいるので、庶民の私は銘柄に気づくたびに臆する。

　だから料理は惣菜のような出来合の品ではなく、それなりの手料理を作らないと、マンションの高級感に見合わなさそうだと思っていた。なにより玲音が私の手料理を美味しそうに食べてくれるので、作りがいがある。

「いただきます」

　玲音と合唱して、ふたりで作った夕飯をいただく。

　今夜は無事に夕飯を完食できそうだ。なにしろキッチンの攻防に敗れると、そのままベッドに連れ去られることもままあるのだから。

　本当に困った恋人……。

　あれ、と私は首を捻る。

　私たち、恋人なのかな……？

　そういえば、玲音に確認したことがない。

　でもあえて確かめるようなことでもないし、同棲しているなら当然恋人という関係のはずなのだけれど。

　美味しそうにビーフシチューを食べる玲音を、さりげなく見やる。

　彼を見ていると、愛しさが込み上げてくる。

　私は玲音が好きだ。

　だから一緒に住んでいる。彼のために料理もするし、彼とするセックスも大好きだ。

　でも、玲音は私のことをどう思っているのだろう。

　そういえば彼が、私を「好きだ」と言ったことがあっただろうか。

　私は玲音に限らず、誰にもそんなことを言われたことがないので失念していたけれど、同棲するほどの恋人なら、好きという言葉が出て然るべきではないのか。それとも今さらそんなことは言わないものなのだろうか。

　でも、彼の気持ちが気になってしまう。それに玲音から、はっきり「好きだ」と言われたいという思いがあった。

　けれど、私から「好きと言って」と無理やり言わせるのは意味がないとわかっている。

　今夜、それとなく聞いてみよう……。

　ごくりと唾を呑み込んだ私は、スプーンを震わせる。

「ユミが作ったビーフシチュー美味しいよ。食べないのかい？」

「う、うん。味はどうかなと思って、玲音を見ていたの」

　目を細めて私を見つめる玲音には、いっさいの邪気がない。

　愛する恋人を見つめる男性の眼差しだ。……と、思う。

「もちろん最高に美味しい。でも俺が一番食べたいのは……」

　淫靡なことを言うときの玲音は、妖艶さを醸し出す。

　私の腰の奥が呼応するように、きゅんとした。

　けれど玲音は悠々とフォークで刺したレタスを口に運んで、呆気なく言う。

「期待した？」

　意地悪な玲音に、私の唇が尖る。

　率直に「ユミだよ」と言うときもあるし、時々こうしてはしごを外したりもする。彼は気まぐれに私の反応を見て楽しんでいるのだ。私が本気で怒り出したら、宥めるためのキスが降ってくるのは見え透いている。

「き、期待なんてしてないから」

　目を逸らした私は大きなスプーンでビーフシチューを口にした。濃厚なシチューはまろやかでとても美味しい。

　さりげなく「ふうん」と呟いた玲音は、スプーンを往復しながら目を細めて私を見ている。

「今夜はどんなセックスにしようかな。ユミの希望はある？」

　突然そんなことを言われて、私は噴き出しそうになった。

「……希望なんてないわ」

「遠慮しなくていいんだよ。だってもとは、ユミが積極的になるためのセックスだろう？」

　そうだった。

　玲音は優しいから明瞭にしないのだろうけれど、これまでの出会いから考えると、私が『まぐろ』と言われたコンプレックスを解消するために、積極的になるべく玲音とセックスをするというのが同棲の目的であるのがしっくりくる。

　つまり、玲音は指導のようなつもりでいるだけで、私のことは本当に好きではない……？

　不安が頭をもたげそうになったとき、玲音はテーブルの上で私の手を握りしめた。

　彼は険しい双眸をして、私をじっと見つめる。

「でも、俺とのセックスでしたことをほかの男で活用するのはいけないよ。きみは俺だけのものだ」

「わ、私がほかの男性となんてあるわけないわ。だって玲音と同棲して会社でも同じ部署なのに、どうして浮気なんてできるの？」

「それもそうだけどね。心配なんだよ。ユミはいい女だから、誰かに取られたりしないかって」

　そう言って握りしめた私の手に、彼はキスを落とす。

　玲音の執着が心地よく感じて、私は胸を熱くした。

　もうすでに、ふたりの夜の時間は始まっている。




　夕飯のあと、ふたりでシャワーを浴びながら、私たちは夜のセックスの相談をした。

　そして寝室へ来るとすぐに、私は淫らなコスチュームを着て彼に跨がっていた。

　ベッドに仰臥した全裸の玲音は悠々として、恥ずかしがる私を眺めている。

「ユミ、恥ずかしいのかい？」

「……だって、こんな格好……」

　私は真紅の下着をまとっていた。

　ただし、ブラジャーのカップは半分くらいしかなく、乳首が見えている。さらにショーツは秘所の部分に穴が空いていて、下から覗けば丸見えだった。しかも布地は薄く、透けているので、ほとんど肌が見えている。

　セクシーな下着で官能的な夜を過ごそうと提案したのは、玲音だった。

　夜のための淫靡な下着に戸惑いはしたけれど、彼を喜ばせたくて挑戦してみた。

　私から大胆に振る舞うのが目的なのだが、羞恥のほうが先に立ち、彼の腿に跨がっただけで、すっかり腰が引けている。

　楽しげな笑みを見せる玲音の屹立は、すでに頭をもたげている。

　これを……擦って……。

　私はおずおずと手を伸ばして、熱い楔に触れた。

　両手で優しく擦り上げると、玲音が喉奥で笑う。

「積極的なのは嬉しいけど、初めにキスしてほしいな」

「あっ……そ、そうね」

　強靱な腕を伸ばした玲音は、ぐいと私の背を引き寄せる。

　分厚い剛健な胸板に手をついた私は、彼と唇を触れ合わせた。

　積極的に舌を出し、互いの舌を濃密に絡める。

　私の舌を甘噛みした玲音は、艶めいた雄の顔を見せた。

「この下着姿、可愛いよ。ユミの魅力を存分に引き出しているよね」

「そ、そう？」

「今夜は最後まで下着を外さないでセックスしよう。大事なところはあらかじめ穴が空いているしね」

　蠱惑的に囁かれ、私の腰の奥がずくんと疼く。

　上半身を起こした玲音は、ほぼ露出している乳房を両手で揉み込む。

「あ、あん……」

「ユミ、腰を揺らして。俺のものを股で擦るんだ」

　かぁっと頬が熱くなる。

　彼の腰を跨いでいるので、私の股にちょうど彼のそそり立った雄芯が当たっているのだ。

　それを腰を揺らして擦り上げろと彼は言う。

　私は彼に乳房を揉まれながら、ゆっくりと腰を前後させた。

　すると熱くて硬い肉棒が、薄い下着を通して擦られる。

「んっ……ん……」

「上手だよ。もっと大胆に動いてもいいよ」

　玲音は淡い吐息をついた。

　こうして股で擦るのも、男性は快感を得られるようだ。

　私は彼の剛健な肩に手をついて、さらに腰を大きく動かす。

「ふ……ふっ……あっ！　あはぁん」

　突如、きゅっと乳首を抓られて、高い嬌声が上がった。

　弾みで私の体が大きく跳ね上がり、楔を強く擦る。

「可愛い声が出たね。ユミも気持ちよくしてあげたいから、俺の顔に乗って」

「え……顔に？」

　どういうことだろうと首を捻る。

　私の乳首に、チュッと吸いついた玲音は、上半身を倒した。

　彼は両手を広げて、なにかを受け止めるようにかまえる。

「俺の顔に尻を乗せるんだ。ちょうど口のところに、下着の穴がくるようにね」

　想像した私は、かぁっと頬を染める。

　そんな恥ずかしいポーズはできそうにない。

「私が乗ったら、玲音の顔を潰してしまうわ……」

「手で押さえてるから平気だよ。まあ、全体重をかけられるのは少しきついかな。きみはヘッドボードに掴まっていて」

　私の胴を掴んだ玲音は平然として顔に近づける。

　どきどきしつつも、私は膝でにじり寄りながら、ベッドのヘッドボードに手をついた。

　大きく開脚した私の秘所が、玲音の顔に当たっている。

　生温かい呼気が秘部にかけられて、どきんとした。

「ああ、すごくいいよ」

　感嘆の息を漏らした彼は、舌を差し出して、ぬるりと花襞を舐め上げる。

「ひゃ……ぁ、あぁん……」

　下から舐められるという稀有な体験に、高い嬌声を上げてしまう。

　けれど、玲音がヌチュヌチュと音を立てて花襞と蜜口を舐り、淫核までも丹念に舐めしゃぶると、陶然として甘い吐息が零れた。

「あ……はぁ……いい……きもちい……」

　いつもとは角度が異なるためか、ねっぷりと舐め上げられて、体が甘く爛れていく。

　大きく脚を開いて男に秘部を舐めさせながら、私は淫猥に身をくねらせた。

「あぁ……ん、あ……ふ……あん……」

　愛芽をねっとりと舐められて、甘美な快感が体中に広がる。やがて愉悦の波が押し寄せてきた。背をしならせた私は、彼の顔に陰部を押しつけるようにする。

「あぁっ……いく……あっ、あ……あぁんぁ──……っ……」

　きつく背を反らし、びくびくと腰を震わせる。

　けれど玲音はまだ愛撫をやめない。

　まるで愛の沼に沈めるかのように、ぬるぬると秘部を舐っている。

「あ……ぁ……玲音、もう……」

　私はヘッドボードにかけていた手に力を込めて、腰を浮かせる。

　すると、開いた股の間に、艶めいた顔をした玲音が見えた。彼は獰猛に双眸を細め、自らの唇を淫靡な仕草で舐める。

「ごちそうさま。美味しかったよ。乱れるきみは、すごく可愛かった」

　今までの行為を思い返した私の頬が、かぁっと熱くなる。

　端正な玲音の顔に、秘部を押しつけて舐めさせるなんて……。

　なんという卑猥な淫儀を行ってしまったのだろう。しかも最後のほうは、私は感じすぎて彼の顔に尻を押しつけていた。

　けれど嬉しそうな玲音の顔を見ると、背徳感は薄れた。

　私は彼を悦ばせたのだという自尊心が湧いてくる。

「ユミの花園は、もうずぶ濡れだ。俺のをずっぷりと呑み込めるんじゃないかな」

　玲音はわざと卑猥なことを言って、煽っているのだ。なんていやらしくて、魅力的な男なのだろう。

　そんな彼に惹かれる自分がいた。

　空虚な蜜洞は、彼の雄芯をほっして、ずきずきと疼いている。

　玲音は私の腰を支えていた手をずらし、尻を撫でる。彼の意図を察した私は、ヘッドボードから手を離した。仰臥している玲音の体を跨いだまま、膝をずらして後方に移動する。

　今度は濡れた蜜口で、彼の雄芯を咥えるのだ。

　こくん、と私の喉が鳴る。

　玲音はサイドボードの引き出しから取り出したコンドームの袋を歯で噛みちぎると、そそり立った楔に装着した。

　彼の割れた腹筋に手をついて、猛った楔の先端に蜜口をそっと宛てがう。

「そう……そのまま、腰を落としてごらん」

　悪魔の誘惑のような囁きに、どきどきと胸が高鳴る。

　騎乗位で、自ら雄芯を挿入する行為は初めてのことだ。

「ん……」

　ゆっくり腰を落とすと、硬い先端が濡れた蜜口を押して、割り開こうとする。クチュリと淫猥な音が鳴った。

「あ……ぁ……」

　大きな亀頭が狭い蜜口をくぐろうとする快感に、ぶるぶると腿が震える。愛しい雄芯が入ってくる期待感と、壺口を広げられる悦楽が混ざり合い、至上の官能を生み出した。

　けれど奥まで呑み込む勇気がなく、私は腰を浮かせてしまう。

　愛液で濡れた切っ先が、蜜口を滑った。

　それをまた、ぐっと壺口に押しつけるけれど、亀頭を呑み込む前に腰を上げて抜いてしまう。

　玲音は私の腰を撫で上げながら、切なげに眉根を寄せる。

「っく……ここで焦らされると、なかなかの拷問だな」

「あ……ん。うまく入らなくて……」

「そうかな？　俺にはユミがわざと焦らして俺をもてあそんでいるように見えるんだけど。この小悪魔め」

　にやりと口端を引き上げた玲音は楽しげにそう言うと、私の乳房を大きな手のひらで揉む。

　わざとではないけれど、蜜口を出し挿れすることによって快感を得られるのは確かだ。

　情事の駆け引きもしながら、彼との戯れを楽しむ。

「あん。わざとじゃないわ」

　くすくす笑いながら手についた腹筋を揺らして、煽ってみせる。

　すると目を眇めた玲音は、悪い男の笑みを見せた。

「そんな小悪魔は、こうしてやるぞ」

　胴から手を離した彼は、立てている私の膝を掬い取った。

「あっ！」

　ふいに支えるものを失った体は自重により、ずぶずぶと深く楔を呑み込んでしまう。

　極太の雄芯で蜜口をいっぱいに広げられ、ずっぷりと花筒を満たされる。

　貫かれた衝撃に、私は男の腹の上できつく背をしならせた。

「あぁあ……あぅん……はぁ……」

「綺麗だよ。感じているきみは極上の女だ」

　そんなふうに褒められるほどに、私の胸は誇り高く輝く。

　やがて花壺に呑み込んだ剛直は、ねっとりと淫靡な愛蜜に濡らされて、次第に馴染んできた。

「ん……動いても、いい？」

「もちろん。腰を支えているから、ゆっくり前後に振ってごらん」

　玲音は優しく私の腰を手のひらで撫でると、リードするようにゆっくりと前後に動かす。少し恥ずかしいけれど、割れた腹筋に手をついて、私は腰を揺らした。

　ゆさゆさと彼の上で肢体を躍らせると、玲音は嬉しそうに白い歯を見せて笑った。

「ああ、ユミ、すごくいいよ。きみは最高だ」

「んっ、はぁん……このままイッてもいいのよ？」

「そういうわけにはいかないな」

　しっかりと私の腰を抱えた玲音は、ずんと腰を突き上げてきた。

　熱い剛直でまっすぐに貫かれて、私の体は芯が通ったように、ぴんと仰け反る。

　続けて玲音はズンズンと逞しい腰を何度も突き上げて、膣内を鋭く穿つ。

　そのたびに私の肢体は彼の上で淫らに弾んだ。

「あっ、あん、あぅん、はぁ、あ……」

　腰から脳天まで、まっすぐに快楽で貫かれる。

　ズッチュズッチュと肉棒が媚肉を擦り上げると、喉元まで擦られている錯覚が起きた。

　全身が熱くて、気持ちよくて、たまらない。

　私は玲音の突き上げに合わせて、淫らに腰を揺らした。

　淫靡なダンスにより、ふたりの織り成す快楽が広がっていく。

「可愛いよ。きみはすごく綺麗だ」

　掠れた声で囁く彼は、濃密な色香を醸し出している。

　ぐっと、硬い切っ先が子宮口を抉る。これまでとは体位が異なるせいか、今まででもっとも愉悦を感じた。

「あぁあ、当たってる……あ、すごい、感じる……」

「ここがいい？」

　グチュグチュと先端で最奥を捏ねられ、たまらない喜悦が体の中心を駆け抜ける。

　夢中で腰を振り、感じるところに当たるよう雄芯を探って快感を貪った。

　ずくずくと子宮口を穿たれて、私は淫らに腰を振りながら白い世界に没入していく。

「あっ、あっ、はぁん、あん、あぁ、あ──……っ……」

「ああ、俺の人魚姫。素晴らしいよ……っく……」

　ぐいっと一際強く突き上げた玲音は胴震いをした。楔が爆ぜて、切っ先から濃厚な白濁が迸る。

　極上のオーガズムに達した私は、やがて墜落する。上空から地の底へ落ちたと思ったけれど、ぱたりと体が倒れたのは強靱な胸の中だった。

　ぎゅっと私の体を抱きしめた玲音は、乱れた髪に接吻する。

「とても可愛かったよ。少し休んでからでいいんだけど、もう一回いいかな……？」

「ん……」

　彼の性欲は限りがなく、毎晩何度も抱かれるので困ってしまう。

　けれどそんなところも愛されている証のように感じて、嬉しくもあった。

　玲音はベッドサイドの水を手に取ると、抱いている私に口移しで飲ませる。喉を流れていく冷たい水が心地よい。

　愛されて、大切にされている実感がある。

　だけど、不安がないわけではなかった。

　私たちのこの関係は、なんなのだろう。

　告白して始まった関係ではないせいか、恋人なのかセフレなのか、不明瞭なところがある。

　玲音は私を気遣い、ベッドでも優しくリードしてくれる。おかげで私は彼に対して積極的になれて、もはや『まぐろ』などとは誰にも言われないであろう女に変貌した。

　でもそれは玲音とのセックスだから積極的になれるし、快楽を感じることができる。

　ほかの誰かのために変わりたいので、玲音を練習台にしたいだとか、そういうわけではない。

　私には玲音しかいないし、彼を愛している。

　けれどそれを彼に伝えたとき、どうなるのだろう？

　もしかして私たちのこの関係は刹那的なもので、私が彼に関係を確認したときに終わるだとか、そういった心配が脳裏をよぎる。

　なにより、玲音は私をたくさん褒めてくれるけれど、『好きだ』とは言わない。

　それが彼の本音を表しているような気がした。

　密着している玲音の肌が、熱くて心地よさを覚える。彼のまだ荒い呼吸が、情事の激しさを物語っていた。体はこんなに近いのに、心は遠い気がして切なくなる。

　彼が私を腹の上にのせて抱きしめたまま、再び腰を突き上げる気配がした。

　快楽に溺れたら喘ぎ声しか出なくなるので、私はそれとなく訊ねてみる。

「……ねえ、玲音。あなたは私のこと、どう思ってる？」

「ん？　俺をたぶらかす小悪魔だな」

「もう！　たぶらかしてないから」

「怒るなよ。キスしよう」

　強引に唇を塞がれて、楔を打ちつけられる。

　こんな調子なので、玲音の本心が見えなかった。

　私は彼と濃厚なキスを交わしているうちに、ぐずぐずに蕩けてしまい、思考は霧のごとくおぼろになる。

　そうしてまた愛欲の虜になり、彼と熱く体を重ねるのだった。




　無意識に溜息をついた私は、ぼんやりとエレベーターの階数ランプが移動するのを見つめる。

　会社の昼休みなので、先輩の原田さんとランチに向かうところだった。

　すると原田さんが、明るい声で指摘した。

「どうしたの、柏木さん。溜息なんかついちゃって」

「……え。私、溜息ついてました？」

「あらら、これは重症だわ。恋の悩みかしら？」

　どきりとしたが、顔に出ないよう努める。玲音とのことは社内では誰にも知られてはいない。

「そんなんじゃないですけどね。ちょっと疲れてるのかもしれません」

　私は肩を竦めて苦笑いを零す。

　ちょうどエレベーターが一階に到着したので、ほかの人たちとともに箱から降りた。

　玲音との関係で悩んでいることが、うっかり溜息として現れてしまったようだ。

　会社では玲音と私は、上司と部下として接している。

　当然だが、社内では玲音とプライベートなことを話さないし、周囲にふたりの仲を公表することもない。

　業務が終わると玲音が私を車に乗せてマンションへ帰るのだが、幸か不幸か、それを誰にも見咎められたことはなかった。もし見た人がいても、独身のふたりがなにをしようと自由であると、黙認されているのかもしれない。

　あえて公表したいわけではないけれど、なんだか秘密の関係みたいで落ち着かなかった。

　公表していないということは、つまり公表するような関係ではないという不安がつきまとう。だから玲音に告白しようにも、勇気が出ない。もし彼から、望んでいない答えが返ってきたらと思うと、怖い。だから私から「好き。あなたはどう？」なんて言えなかった。

　一緒に住んでセックスしているのに、どうして不安になってしまうんだろう？

　最近はふたりの関係性で悩んでいるせいか、無意識に溜息をついてしまう有様だった。

　玲音を信じたい気持ちはあるけれど、私のことが好きで、恋人なのだと、はっきり言ってもらいたいのが女心なのだ。それともそこまで望むのは強欲なのだろうか。

　悶々と考えつつも、原田さんと会社を出ようとする。

　すると硝子張りの玄関扉前で、凜と佇むお嬢様然とした女性がいた。

　鶯色の上品なツーピースを着て、同色の小さな帽子を被っている。手には小ぶりのクラッチバッグを持っていた。

　運転手のような白手袋をはめた男性が、重厚な玄関扉を開ける。

　だが彼女は社内に入ろうとせず、唖然として見ている私たちにひとこと言い放った。

「道を開けてちょうだい」

　その場に居合わせた社員たちは、さっと玄関扉から離れる。もちろん私と原田さんも脇に退けた。

　彼女が何者か知らないが、まるでお姫様のような言動に呆気にとられたのだ。

　女性は微笑を浮かべ、悠然とした足取りで会社に入る。

　原田さんは、こそっと私に囁いた。

「どこのお嬢様かしらね。社長には娘はいないはずだし、大口の取引先の令嬢とか？」

「そうかもしれませんね……」

　そのとき、こちらに目を配った令嬢が、居丈高に発した。

「そこのあなた。わたくしを玲音さんのところまで案内してくださる？」

　彼女と目が合った私は、どきりとする。

　どうして玲音の名前が出るのだろう。

　玲音には妹はいないはずだ。彼は社長のひとり息子である。

　だが彼女は、ここがまるで自分の城であるかのように堂々と振る舞っているのが気になった。取引先の令嬢ならば、個人名を挙げずに役職をつけるはず。

　受付に言えばいいのに、なぜあえて私を指名するの……？

　彼女は玲音と、どういう関係なの……？

　私は引きつった笑みを浮かべながらも、冷静に対応した。

「企画営業部の灘波玲音ですね。アポはございますか？」

「アポなんていらないの。九く条じょう栄えい子こと、わたくしの名前を伝えてくれるだけで、すぐに玲音さんは会ってくださるわ」

　九条といえば、有名なホテルグループの創業家だ。彼女は九条家の令嬢らしい。

　飛ぶ鳥を落とす勢いで急成長している九条グループの一族ならば、栄子さんの偉そうな態度も納得がいく。

「ですが、アポがありませんと……灘波部長とはご友人ですか？」

　仕事の話ではなく、個人的な用件だろうか。それでも就業中に会社に来られるのは迷惑であるわけなのだが。

　栄子さんは勝者の笑みを浮かべて、悠々と言った。

「友人ではないわ。わたくしと玲音さんは、婚約者なのよ。婚約者なのだから、会いたいときに会えるのは当然でしょう？」

　ずきり、と私の胸を鋭いものが抉った。

　婚約者──!?

　どういうこと……玲音には婚約者がいたの……？

　確かに、彼には恋人や奥さんはいない。でもその代わり、婚約者がいたなんて。

　そんなことは玲音からひとことも聞いていなかった。彼が私に隠し事なんてするはずがないと思うものの、栄子さんがあまりにも堂々と言い放ったので、どちらを信じればよいのか混乱する。

　ひとまず私は栄子さんを玲音のもとへ案内することにした。昼休みの時間でもあるし、私的な用件ならすぐに終わるだろう。それに、彼女は玲音に会わなければ納得しなさそうだ。

　先に行ってほしい、と原田さんに目配せをした私は、栄子さんをエレベーターホールへ案内する。

「では、こちらへどうぞ。企画営業部は六階になります」

　栄子さんは私を案内するロボットとでも捉えているのか、見向きもしない。到着したエレベーターにふたりで乗り込むと、彼女は頬を綻ばせて嬉しそうに話し出した。

「玲音さんはとてもお優しいの。それに頼りがいがあるわ。わたくしのお父様のお気に入りなのよ。お父様のお眼鏡に叶う男性はなかなかいないから、わたくしには玲音さんしかいないわ」

「そ、そうなんですか……」

　両家同士のお見合いで出会ったのだろうか。父親のお気に入りだそうだが、栄子さん自身が玲音に惚れているようで、私の胸は不穏に波打った。

　やがてエレベーターが六階に到着すると、栄子さんは箱を出る。私もそのあとに続いた。

　すると、ちょうどエレベーターホールへやって来た玲音と鉢合わせてしまう。

　彼は驚いた顔をして栄子さんを見た。

「栄子さん？　どうしてここに」

「会いたかったわ、玲音さん！」

　駆け出した栄子さんが、抱きつかんばかりの勢いで玲音に突進していったので、私は呼吸を止める。

　だが玲音は彼女を胸に飛び込ませることはなく、寸前で腕を押さえた。

「急に会社に来られては困る。とにかく一階へ降りよう」

「でもわたくし、どうしても玲音さんにお会いしたかったんですの。だって……」

「話はあとで聞くので、エレベーターに乗ってくれ。──柏木さん、きみも」

　振り向いた玲音に促され、どきりとする。

　とてもふたりについていく気にはなれない。私はぎこちない笑みを浮かべて、やんわりと断った。

「いえ、おふたりの邪魔になりますから、私は隣の機体で降りますので」

　玲音はなにか言いたそうだったが、そのまま栄子さんを連れてエレベーターに乗り込む。

　扉が閉まるまでふたりを見送っていると、栄子さんが一心に玲音を見上げている姿が目に焼きついた。

　ふたりをのせたエレベーターの扉が閉まると、表情が抜け落ちた私は目を伏せる。

　私たちの関係について不安に思っていたことが、現実の問題として形を成してしまった。

　私は、玲音のセフレだったのだろうか。

　けれど、私を二年間も捜し続け、再会を果たしてくれた玲音が、二股のようなことをするなんて信じられない。それに同棲して、ふたりでベッドをともにして、私は彼に愛されていると思っていた。それは私の錯覚だったのだろうか。

　婚約者と結婚するから私とは終わりだと、彼が私を簡単に捨てるなんて、あるわけないと思いたい。

　けれど相手は、大手ホテルグループの令嬢だ。

　家同士の思惑が絡んでいるのだろう。そこに玲音の意思は介在できないのかもしれない。

　あんなお嬢様と一般的な会社員の私とでは、格が違いすぎる。結婚するとしたら、どちらを選ぶかは明白だろう。

「結局、私は、捨てられるのかな……」

　誰もいないエレベーターホールで、ぽつりと呟いた言葉が虚しく溶けて消えた。




　エレベーターで一階へ降りると、玲音と栄子さんはすでにいなかった。彼らは場所を移動したようだ。

　原田さんは私を待っていてくれた。一部始終を見たのか、彼女は顔を紅潮させて声をかけてきた。

「ちょっと、柏木さん！　部長ったら、あのお嬢様をエスコートしてどこかへ行ったわよ。近くのカフェみたい。私たちもついていこうか？」

「いえ、そんな……ご迷惑でしょうから」

「ま、まあ、そうよね。でも気になるじゃない？　御曹司の部長とあのお嬢様が婚約者ってことは、政略結婚かな？　事業拡大のためかしらねえ」

「……さあ。どうでしょうね」

　私は暗い気持ちで、原田さんとともに会社の外へ出た。ランチのため、近所の食堂に向かうが、まったく食欲は失せてしまった。

　ふたりがカフェでなにを話すのか気にはなるものの、まさか私が恋人ですという顔をして邪魔するわけにもいかない。

　栄子さんが『婚約者』と言いきったので、原田さんはふたりが結婚するものと確信しているようだ。

　でも、玲音は栄子さんの来訪を喜んでいる様子はなかった。もしかして私が傍にいたせいなのかもしれないが、彼女を腕に抱きしめることはなかった。

　その事実に縋りつきたい自分がいた。彼が抱きしめるのは、私だけであってほしいという切ない望みが、ごく細い一本の糸としてつながっている。

　婚約者なんて、嘘よね、玲音……お願い、そうだと言ってほしい……。

　その後、私は涙を溢れさせないため、努めて玲音と栄子さんとは関連のない話を原田さんに振った。芸能人のゴシップが好きな彼女は、最近離婚したカップルについて原田さんなりの考察を話していたので、私の気も紛れた。

　ランチを終えて会社へ戻る頃には、波立った私の気持ちは若干落ち着きを取り戻した。

　平静を装いつつフロアに戻ると、玲音はすでに自分のデスクについていた。

　私は素知らぬふりをして、デスクのチェアを引こうとした、そのとき。

「柏木さん、ちょっといいかな」

　なんと玲音に呼び出されてしまった。

　ぎくりとして固まったが、フロアにはほかの社員もいるのに、プライベートな話に及ぶわけがない。

　深呼吸をひとつして、私は玲音のデスクへ向かった。

　ぎくしゃくしないよう、できるだけ自然な歩幅を心がける。

　そんな私を、デスクで手を組んだ玲音は冷静な双眸で見つめていた。

「なにかご用でしょうか」

「……先ほどのことなんだが、九条さんを案内してくれて、ありがとう。彼女の代わりに礼を言う」

「とんでもありません。お客様ですから、当然のことをしたまでです」

　私は当たり障りのない返事をした。

　栄子さんは私に礼など言わなかったが、代わりに玲音がそれを言うのは、まるで婚約者なのだから当たり前とも受け取れた。

　あの人と結婚するの？

　私のことは、どうするの？

　溢れそうになる本音を、私は必死に胸の中で押さえつける。

「ごく私的な用件だったので、彼女は説得して帰らせた。他言は無用だ」

「承知しました」

　玲音は用は済んだとばかりに、書類に目を落とした。

　もっとほかになにか言うことがあるでしょう、と憤りが込み上げてきたが、ここは会社だ。私は喉元まで来ているものを、ぐっとこらえる。

「ご用件がお済みでしたら、では」

　去り際、彼はついでのように言いつける。

「あとで話がある」

「……わかりました」

　なんの話があるというのか。

　栄子さんという婚約者がいたことに対する言い訳か。それとも私への別れ話だったら、どうしよう。

　どちらにせよ、今は聞きたくなかった。私の心の中で、玲音への想いに整理をつけさせてほしかった。

　私は無表情を貼りつけてデスクへ戻ると、業務の続きを開始する。

　やがて玲音は重役会議のため、会議室へ向かった。

　会議は難航しているらしく、終業間際になっても彼は戻ってこない。

　そして終業時刻になると、私は逃げるようにフロアから退出した。

　会社を出ると、道を遠回りして駅へ向かう。玲音に捕まらないために。

　彼のマンションへ戻る気はなかった。

　幸せそうな栄子さんの顔を見てから、彼と話をするのも、まして抱かれるなんて嫌だった。

　私は満員の電車に乗り、もと住んでいたアパートへ帰った。彼はこのアパートの住所は知らないはずだ。

　静かなアパートの鍵を開けて、部屋に入ると電気を点ける。

　ひとり暮らしをしていた１Ｋのアパートは、豪奢なマンションと比べると、ひどく狭く感じた。玄関に入ると、すぐに部屋が見渡せて、奥の壁にエアコンがついていることに違和感を抱く。それだけ私が広いマンションでの贅沢な暮らしに慣れていたのだろう。

　物が少ないせいか、侘しさが胸に広がった。

　彼と過ごした三か月の愛欲の日々が、夢だったように遠く感じた。

「こうなることを、私は心のどこかでわかっていたのかな……」

　考えれば考えるほど、玲音は栄子さんと結婚するのだという確信めいたものが胸に湧いた。

　だって私は何者でもないから。

　お金持ちのお嬢様でもないし、親が会社経営者で後ろ盾があるわけでもない。

　だから玲音とは、いずれ破綻するという予感があったのかもしれない。

　信じられないくらい、彼と深く愛し合ったから、私には彼の愛しかなかった。

　玲音の魅力的な笑み、私を愛撫する優しい手つき、そして情熱的に抱きしめる腕の強さ。甘い囁きに、蕩けるようなくちづけ。

　それらを思い返すと、私の眦から涙が溢れ出した。

　でも、もう取り戻せない……。

　嗚咽とともに指先で涙を拭っていると、スマホの着信音が鳴る。

　はっとしてスマホを手に取ると、玲音からだった。

　とても彼と話す気にはなれなくて、私は着信音が途切れるまでスマホをテーブルに置いた。

　やがて着信音は切れるが、じきにまた鳴り出す。

　音が鳴っていると、否応もなく彼のことが脳裏に浮かび、出ようかどうしようかと迷いが生じてしまう。

　私は思いきって、スマホの電源を落とした。

　そうすると、部屋には沈黙が下りる。

　ふう、と小さな息を漏らした。

　プライベートで話したら、冷静に会話できる自信がなかった。

　きっと不満をぶつけて、玲音を困らせてしまうだろう。泣きわめいて、彼を非難してしまう自分が容易に見透かせた。

　彼の重荷には、なりたくなかった。

　好きだから──

　私は二股をかけられて、騙されたのかもしれない。

　けれどまだ、玲音への恋情は色濃く私の心と体に刻みつけられていた。

　私はキッチンからカップラーメンを取り出し、お湯を沸かした。

　ひとり暮らしのキッチンは狭くて薄暗く、玲音のマンションの豪華なシステムキッチンとは雲泥の差だった。

　彼に手料理を作っていたとき、後ろから抱きしめられたこと、そしてキスの味を思い出す。

　すべて遠い夢のよう。

　静寂に満ちたアパートのキッチンで、私はまた涙を流した。

「私……玲音のことが諦めきれないんだ……」

　だからすぐに彼のことを思い出して、泣いてしまう。

　でもきっと、心の整理がついたら落ち着くのではないか。

　今日はいろいろなことがあって混乱しているので、心が乱れているだけだ。

　そう思いながら、私は味気ないカップラーメンを啜った。




　翌日、私は目元を気にしながら出勤した。

　昨夜は泣き腫らしてしまった。

　悲しみが胸に込み上げてきて、どうしようもなかったのだ。

　彼に婚約者がいたこと、玲音が傍にいないこと、私との関係は恋人でなかったことなど、様々な悲しみの要素が渦巻いてしまったので、そこから抜け出せなかった。

　一夜が明けたので、今は少し落ち着いている。

　私は玲音との関係にこだわっているが、もしかしたら愛し合っていたときの私たちは恋人だったのかもしれない。

　ただ玲音は会社のためもあり、栄子さんと結婚しなければならないから、結果として私とは破局ということになるのだろう。

　セフレなのか、恋人なのかなんて、こだわるのは意味がないと知った。

　それに玲音は私のことをどう思っているのか訊ねたとき、はぐらかした。

　それが彼の答えなのだ。

　私は婚約者と結婚するまでの、つなぎの相手ということだ。

　彼に騙されていたとは思いたくない。

　だからこそ、言い訳なんて聞きたくなかった。

　フロアに到着した私は、ちらりと玲音のデスクをうかがう。

　彼は平静な表情でパソコンに向かっていたが、私に目線だけを送ってきた。慌てて私は目を逸らす。

　そのとき原田さんが隣のデスクに着いたので、私は咄嗟に動揺を押し込めた。

「おはよう、柏木さん」

「おはようございます」

　いつも通り、私は原田さんに平静に挨拶した。

　原田さんはふと私の顔を見て、ぱちりと瞬きをする。

「……あれ、泣いたの？　目が腫れてるわよ」

　指摘された私は苦笑しながら、目元に手をやった。

　冷たいタオルで冷やしたのだが、完全に腫れは収まらなかったのだ。誰かに言われると思っていたので、用意していた台詞を口にする。

「それが、昨日映画を見て泣いたんですよ。久しぶりに号泣しました」

「そうなのね。なんてタイトルの映画？」

「えっと……タイトルはなんだったかな……古い映画なので……」

　誤魔化そうとして、しどろもどろになってしまう。

　原田さんは訝しがることもなく、「思い出したら教えてね」と言いながらメールチェックをしていた。

　ほっとした私もパソコンに向かう。部長席から咳払いが聞こえたが、素知らぬふりをした。

　そのあと玲音に呼び出されることはなく、無難に業務を続けた。

　昼過ぎに経理に書類を持っていく用事があり、私は席を立つ。

「経理部に書類を届けに行ってきます」

「りょーかーい」

　原田さんはパソコンから目を離さず、軽快な返事をした。

　ちらりと玲音をうかがうが、彼は聞こえなかったのか、無言で書類に目を落としている。

　別に、彼と話し合いたいわけではないけれど……。

　つい玲音の動向が気になって、目がいってしまう。

　私はかぶりを振ると、フロアを出て廊下を渡った。

　目の前の角を曲がると、エレベーターホールだ。

　だが、そのとき。

　長い腕が伸びて、私の行く手を遮る。

「……えっ!?」

　驚いて振り向いたときにはもう、玲音の腕の中に囚われていた。

　壁に両手をついた彼は、私の体を囲い込んだ。

　私は獰猛な眼差しを見上げて、後ずさりする。すぐに壁に背がついてしまった。

「ぶ、部長、なにを……！」

「なぜマンションに帰ってこなかったんだ？」

　直球で訊ねられ、私は唇を噛みしめてうつむく。

　あなたを嫌いになったから──

　嘘でもそう言えたらどんなに楽だろう。

　答えない私に、玲音は険しい双眸で身を寄せた。

「今はどこにいるんだ。別の男のところじゃないだろうな」

「あ……あなたには関係ありません！」

「関係ある。電話にもいっさい出ないし、心配するだろう。きみがそんな行動に出たのは、俺に心当たりがないわけじゃない。九条栄子のことだろう。彼女が会社を訪ねてきてから、きみは俺を避けるようになった」

　その通りだけれど、玲音はいずれ栄子さんと結婚するのだから、遅かれ早かれ私とは別れることになるはずだ。それとも彼は、結婚しても私との関係は続けるなんて言うつもりだろうか。

　そんな不誠実な言葉を、彼の口から聞きたくない。

　私が口を開こうとしたとき、廊下から誰かがやって来る気配がした。

　はっとした私は玲音の腕の中から逃げ出す。

「アパートでひとり暮らしをしてますから、問題ありません」

　そう言い残して去ろうとすると、玲音の声が追い縋ってくる。

「待ってくれ、ユミ！　俺の話を聞いてくれ」

　立ち止まるわけにはいかない。

　社内で誰かに聞かれたら、ふたりの仲を勘繰られてしまう。

　以前は独身同士でなんの障害もなかった私たちだが、今は違う。

　玲音には婚約者がいるのだから。

　私と関係を持っていることが誰かに知られたら、不倫になってしまう。

　振り返らずに、早足でエレベーターホールへ向かった。

　幸いというべきか、エレベーターを待っている人がいたので、平静を装い隣に並ぶ。

　玲音は私を追ってこなかった。

　追えるわけがない。これでいいんだ。そう思うのに、なぜか落胆している私がいる。

　いったい私は、なにを期待しているのだろう。

　嫌いになれたらいいのに……。

　玲音と過ごした濃密な日々は、あまりにも鮮やかに私の心に焼きついている。

　私は、玲音が好き。

　だからこそ彼の人生の邪魔になりたくはない。私から身を引くのが、もっともよい収束だろうと思う。

　けれど心のどこかで、玲音が私を追ってきて、私だけを愛していると言ってくれることを望んでいる自分がいた。

　私は粛々とエレベーターで移動しながら、そんな想いを押し殺す。

　ありもしない願望を抱くだけ、虚しくなる。

　彼のことが好きだから、すぐに心を切り替えられない。

「未練たらたらね……」

　顔を歪めた私は、自嘲気味に呟いた。







四章 新しいふたりの誓い








　オフシーズンの南の島は風が強く、鈍色の雲が流れていた。

　私は休暇を取り、玲音と出会った場所を再び訪れた。ここに来るまでに、会社では玲音を避けて、アパートでひとりで過ごす日々に徹していた。彼との話し合いに応じることはなかった。

　あのときと同じ島の、同じホテル。そして同じプールサイド。

　けれど今は閑散期のため、プールで泳いでいる観光客は誰もいない。

　夕暮れのプールサイドを散歩しているのは私ひとり。

　思い出のディナーのときと同じブルーのイブニングドレスをまとった私は、あの日のふたりの出会いに思いを馳せた。

「私の飲んでいるドリンクと同じものを玲音が頼んだから、そこから話が弾んだのよね。もし私がひとりじゃなく、彼氏と一緒だったら、なにも始まらなかったのかな……？」

　ただの偶然といえば、それだけだ。

　あえてここを訪れたのは、運命的なものなんかではなく、些末な出会いだったのだと思えるかもしれないと考えたから。

　そうしたら彼のことを忘れられるかもしれない。

　けれどそんなわけはなく、私の心には情熱的な玲音の言動ひとつひとつが刻印のごとく刻まれていた。

　初めて会ったときの玲音の爽やかな笑顔、情熱的に抱き合った一夜、そして再会を果たして、ずっと私を捜していたと言ってくれたこと。

　彼と濃厚に抱き合った日々のおかげで、自信をなくしていた私は、女として輝くことができた。

　それは大切な宝物だ。

　彼となにもなかったことにするなんて、できない。

「私がこだわりすぎたのかな……。恋人じゃないといけないなんて……ううん、今さら言ってもどうしようもないわね」

　私が玲音と恋人なのかどうかにこだわったのは、彼との未来がほしかったから。

　だから彼に『恋人だ』と、はっきり認めてほしかったのだ。

　愛人としてならもう少し一緒にいられたのかもしれないけど、それは嫌だった。

　所詮は身分が違うのだから、別れるのは仕方がないこと。

　理屈ではわかっているはずなのに、感情が納得できなくて胸が痛い。

　今でも、好きだから──

　鈍色の雲の隙間から覗く赤々とした夕陽を目にして、涙が零れる。

　このドレスは、今夜脱いだら、部屋に置いて帰ろう。そうして玲音との思い出を、ひとつひとつ忘れていこう。

　人魚姫のよう、と彼が褒めてくれたドレスさえなければ、記憶から薄れていくだろうから。

　でも最後に、このドレスを着て、ひとりで食事をして、私はひとりであることを実感するのだ。彼を忘れるために。

　夕陽を眺めながら、頬を伝う涙を指先で拭う。

　すると、誰もいなかったはずのプールサイドに、低い声が響いた。

「人魚姫は海が恋しくて泣いているのかな？」

　はっとして目を向けると、そこには見慣れた漆黒のシルエットが佇んでいた。

　壮麗なタキシードをまとった玲音は微笑を浮かべている。

　彼は、溢れるほどの薔薇の花束を手にしていた。

「玲音……どうしてここに……？」

「俺はきみがどこにいようと探し求める。たとえ南国だろうと、地の果てだろうとね」

　彼は、私を追ってきたのだ。

　でも、どうして。

　婚約者がいるのだから、もう用のない私のことなんて、放っておいていいはずなのに。

「でも、玲音……あなたには婚約者の栄子さんがいるでしょう？」

「それについての誤解を解きたかったんだが、九条栄子は婚約者候補として名前が上がっていただけで、実際には婚約者ではない。彼女は婚約者だと名乗ったかもしれないが、結納を交わしたわけではないし、なにより俺は承諾していない。会社を訪れたのも、会いたいからという一方的なもので、すぐに帰らせた。もちろん彼女との間にはなにもないよ。手を握ってもいない」

「そ、そうだったのね……。だけど、あなたは灘波グループの御曹司だもの。私とは身分が違うわ。いずれは栄子さんのような令嬢と結婚する未来があるでしょう……？」

　ゆっくりと私のもとへ歩み寄った玲音は、私に薔薇の花束を預けた。

　風とともに薔薇の花びらが散り、私の長い髪とドレスが風に舞う。

「俺の未来は、俺が決める」

　力強い眼差しでそう言いきった彼は、懐から小箱を取り出した。

　臙脂色の小箱の蓋を開けて、私に中身を見せる。

「あ……！」

　私は瞠目した。

　小箱の中身は、大粒のダイヤモンドの指輪だったから。

　まさか、これって……。

　花束を抱きしめた私は身を固くする。

　玲音は真摯な双眸でまっすぐに私を見つめた。

「結婚してほしい。俺にはきみしかいない」

　思いもしなかったプロポーズに、私は呆然とした。

　だって、私たちは、恋人ですらなくて……。

　それなのに突然、結婚してほしいだなんて言われて、混乱してしまう。

「あの……玲音。今までの私たちの関係って……なんだったの？」

「恋人だよ。もちろん」

「え……そうだったの!?　だってあなたは、はぐらかすし、一度も私を好きと言わないから、てっきり……」

　眉根を寄せた玲音は小首を傾げた。

「……なるほど。もしかして俺の愛情表現が適切ではなかったから、ユミは不安に思っていたのかい？」

「ええ。私はセフレなのかと悩んだり、栄子さんと会ってからは、婚約者と結婚するまでのつなぎだったんだと思っていたわ」

「それは申し訳なかった……。俺は大切な言葉を言い忘れていたんだな。俺はきみを好きだし、俺たちは恋人だよ。単なるセフレやつなぎの相手なら二年間も必死になって捜さないし、同棲しない。きみは俺だけの、愛する恋人だ」

　それを聞いた私の胸が、喜びでいっぱいに満たされる。

　嬉しくて幸せで、体がうち震えた。私が不安になっていたことは杞憂で、あくまでも誤解だった。

　玲音は私のことを、本気で好きだったのだ。きちんと恋人であるとも思っていてくれた。

　だって、たった今、玲音の口から、私を好きで、恋人だと、はっきり言ってもらえたのだから。なによりも彼は私を追いかけて南の島まで来てくれた。プロポーズという最高の贈り物を渡すために。

　玲音と出会えて、よかった……。

　感激する私を、愛しげに目を細めて見た玲音は、大切そうに言葉を紡ぐ。

「好きだよ。由美子……」

「玲音……嬉しい」

「きみも、俺のことをどう思っているのか、教えてほしい」

　真剣な眼差しで問われ、私のほうこそ彼への想いを打ち明けていないことに気づかされた。

　私は眦に涙を浮かべながら、彼に応える。

「私も、玲音が好き。あなたを忘れようとしても、忘れられなかったわ」

「その答えが、聞きたかった」

　玲音も、私の気持ちを確かめたかったのだ。

　それなのに婚約者と名乗る女性の存在に戸惑って、彼の話を聞かずに逃げていた自分が恥ずかしい。

　台座から指輪を外した玲音は、私の手を掬い上げる。

　左手の薬指に、煌めくダイヤモンドの指輪がはめられた。

　私の左手を握りしめた玲音は、真摯な表情で囁きかける。

「きみをもう逃がさない。俺と、結婚してくれるね？」

「……はい」

　そう答えると、私の体は彼の腕の中にきつく抱きしめられる。

　私たちは夕陽の中で熱いくちづけを交わした。

　風で舞い上がった花びらが、夕焼けの空に吸い込まれていった。




　プロポーズを交わした私たちはホテルの部屋へ戻ってきた。

　しかも恥ずかしいことに、玲音に横抱きにされてスイートルームへ入室する。

　いくら閑散期で人が少ないとはいえ、タキシードとイブニングドレスで正装して、薔薇の花束を抱えているので、すれ違った宿泊客やスタッフからは生温かい目で見られてしまった。

「恥ずかしいわ……もう下ろしてよ」

「だめだよ。俺の人魚姫が今度こそ逃げないよう、捕まえておかないとね」

「あなたは私の王子様なんだから、もう逃げたりしないわ」

「そうだとも。ただし俺たちは悲恋ではない」

「ええ……そうね。結ばれた王子様と人魚姫だわ」

　スイートルームは玲音がチェックインした部屋だ。

　室内はリビングルームとベッドルームがわかれており、ゆとりある空間が演出されている。揺れた足からパンプスが、ころりと転げ落ちた。

　ベッドルームの隣にあるパウダールームにようやく下ろされて、私は手にしていた花束をシンクにそっと添える。玲音はダブルシンクの並ぶ鏡台の下から椅子を引き出す。そこに彼は脱いだジャケットをのせた。

「あっ、玲音。ひとりで脱がないで。私にやらせてちょうだい」

「すまない。気が急いて、つい脱いでしまったよ。早くきみを抱きたい」

　直截な台詞に、かぁっと頬が熱くなる。

　私は彼の首元を飾る蝶ネクタイに手を回して、後ろの金具をほどいた。それから純白のシャツの釦をひとつひとつ外していく。玲音は脱がせていく私を、愛しさを込めた眼差しで見つめていた。

　だが、カマーバンドの外し方がわからず、もたついてしまう。

「えっと……これはどうしたらいいの？」

「この辺りは俺が外すよ。ユミにはスラックスを脱がせてほしいな」

　カマーバンドを容易く外した玲音は、それもさらりと椅子に放る。

　私は床に跪いて、スラックスのジッパーを下げた。

　この瞬間が、どきどきと胸が高鳴って、これからの情事に期待をもたらす。

　すとんとスラックスを下ろすと、玲音は靴ごと足から抜き去る。

　彼の身にまとうものは、ボクサーパンツのみになった。

　そこは膨らんでいて、彼がすでに興奮しているのだとわかる。

　顔を熱くした私は、彼のボクサーパンツに手をかけた。

　そっと引き下ろすと、極太の屹立が天を衝いている。

　噎せ返るような雄の匂いに、どきりとして、私は目を逸らした。

「ユミ……俺の愛しい人魚姫。もう離さないよ」

　玲音の情熱と執着がこもった台詞に、胸が高鳴る。

　私の手を取って立ち上がらせた玲音は、逞しい腕で私の体を搦め捕る。

　彼の腕の中で、イブニングドレスのファスナーが下ろされる。ドレスが脱がされると、ブラジャーとショーツも剥ぎ取られた。瞬く間に私の身につけているものは、彼から贈られたダイヤモンドの指輪だけになった。

　私たちは一糸まとわぬ姿でキスを交わす。

「ん……ふ……」

　全裸で抱き合いながらのくちづけは、彼の熱い体温が肌からも唇からも伝わってきて、全身が火照っていく。

　角度を変えて互いの唇を貪り、自ら舌を差し出す。

　絡め合う舌の粘膜を擦り合わせると、腰の奥がじゅんと甘く疼いた。

　玲音との濃密なキスだけで、私の体は淫らに反応して、愛蜜を滲ませている。

　キスの合間に、艶めいた双眸を向けた玲音は囁いた。

「一緒にシャワーを浴びよう。ユミの体を洗ってあげるよ」

「ん……それって、また悪戯するつもりでしょ？」

　チュッと私の唇に吸いついた玲音は、口端を引き上げた。

「もちろん。きみを感じさせて、ずぶ濡れにするよ。覚悟してくれ」

　どきりと私の胸が弾んだ。

　玲音は私の腰を取り、硝子越しのバスルームに導く。

　バスルームに入ると、薔薇の高貴な芳香が溢れる。

　目を引いたバスタブには湯が張ってあり、そこに薔薇の花びらが浮かんでいる。まるでハネムーン仕様のようだ。

「わあ……素敵。薔薇のお風呂なんて初めて」

　バスルームの景観はシービューになっていて、バスタブに浸かりながら海が眺められる仕様だ。高階層なので海と空がよく見渡せる。

　ちょうど夕陽が水平線に身を沈めるところだった。紅色の空に棚引く雲と、夕陽に照らされて輝く海が見え、ロマンチックな気分に浸れた。

　私は玲音とともに寄り添い、夕暮れの眩い景色を眺める。やがて夕陽が海に沈むと、玲音は私に語りかけた。

「薔薇の風呂にも入ってみよう。でもその前に、体を洗わないとね」

　にやりと悪い男の顔を見せた玲音は、シャワーのコックを捻った。

　ハンドシャワーから温かな湯が流れてくる。

　彼はアメニティのスポンジを手にすると、そこにシャワージェルをたっぷりと垂らす。

　そちらを向こうとした私を、彼は制した。

「ああ。ユミはそこから景色を見ていていいよ」

「え……でも……」

　まさか外から浴室を見上げている人はいないと思うけれど、裸でバスルームの硝子窓にくっついているのはなんだか心許ない。

　けれど玲音は私に被さるように強靱な肉体を寄せると、スポンジを前に回してきた。

　首筋から鎖骨へと、ゆっくりスポンジは滑り降りる。

「そのまま、窓に手をついているんだ。俺が体の隅々まで洗ってあげるからね」

「あ……でも、誰かに見られたら……」

「そうしたらユミの恥ずかしい姿が見られてしまうな」

「やだ、そんなの……」

　イヤと言いながらも、玲音に抗えない。彼の体が、ぴったりと私の背中に密着しているので、どこにも逃げ場はなかった。

　それに私は、本気で嫌がってなんかいない。

　羞恥より、この遊戯を楽しみたいという期待感のほうが勝っていた。

　玲音の手にしたスポンジは私の胸をいやらしく揉み回す。

　彼は空いたほうの手で、胸の突起を、きゅっと摘まんだ。

　途端に甘い痺れが胸から腰の奥へ伝播して、嬌声を上げた私は背をしならせる。

「ひゃあっ、あっ、ぁん……」

　じゅわりと花襞が濡れた感触がした。

　彼に触れられる快感と、誰かに見られたらどうしようという高揚感が絶妙に混ざり合い、芳醇な官能へと変わっていく。

「可愛い声が出たね。もっと啼いてごらん」

　玲音は大きな手に包み込んだ膨らみを、たぷんたぷんと揺する。こりこりと指先で乳首を捏ね回すので、私は快感に震えた。

「あはぁ……あぁ……ん……あん……」

　耐えきれなくなった私は窓についていた手を、ずるりと滑らせた。すると泡だらけになった胸が硝子に押しつけられて、腰を突き出すような体勢になる。

　両手を抜いた玲音は、しっかりと私の腰を掴んだ。

「こっちも丁寧に洗ってあげないとな。そのまま、じっとしているんだ」

「あぁ……そんなとこ……」

　彼は手にしたスポンジを、尻の狭間に滑らせる。

　そんな敏感なところを撫でられたら、たまらない。

　すると彼は私の肩にキスをして、蠱惑的に囁いた。

「ユミの今の格好がどうなってるか、教えてあげようか？」

「……え？」

「開いた脚の間から、とろとろと蜜を垂らしてるんだ。いやらしい蜜で床を濡らしてる」

「そ、そんな……！」

　かぁっと体が火を点したように熱くなる。

　けれど、とても目線を下げて床を見る勇気はない。

　私は暮れなずむ窓の外に視線を注いで、淫靡な行為を眺めている何者かに羞恥を覚えていた。

　だがすぐに意識はバスルームの秘儀に引き戻される。

「本当だよ。ほら、こんなに」

　楽しげに言った玲音が、私の花襞に触れたからだ。

　くちゅり、と卑猥な音色を鳴らして、そこがずぶ濡れだと知らされる。

「あぁ……そんなに……？」

「興奮した？　俺もすごく興奮してるよ」

　ぐっと、尻に彼の雄芯が当てられる。

　先ほど見たときよりも、さらに質量が増したようだ。

　もしかして、ここで……？

　バスルームでの行為は何度も経験があるけれど、窓硝子越しというシチュエーションは初めてだ。

　顔だけ振り向いた私は、猛禽類のような鋭い双眸を見せている玲音と目が合う。

「玲音……ここで、するの？」

「俺はもう我慢できない。でもユミは恥ずかしいだろうから、二択で選ばせてあげるよ」

「二択……？」

「バックで俺に突かれるか、俺のほうを向いて挿れるか、どっちにする？」

　つまり、私が窓を向いているか、窓に背を向けるかの二択ということだ。

　少し悩んだ私は、小さな声で答えた。

「……このまま、挿れて」

　玲音は瞠目する。

　羞恥のある私が窓に背を向けるほうを選ぶと思っていたようだ。

「……いいのかい？　ユミが感じている顔を、誰かに見られるかもしれないよ」

　彼の煽る台詞が、いっそう私の官能に火を点す。

「そういうのも、興奮して、いいかなって……」

「ユミはエロティックな女に育ったね。もっとも、俺が育てたんだけど……ね」

　私の腰を抱え直した玲音は、花襞に先端を宛てがう。

　ぐっと腰を押し進めると、ずぶ濡れの蜜口は太い亀頭を呑み込もうとして、クチュリと口を開けた。

「あぁうん……」

　切っ先が蜜口を割り開く感覚に、きつく背を反らす。

　そうするともっと腰が突き出され、壺口は硬い先端を、ずぷんと咥え込んだ。

「ああ、先が入った。ユミのナカに、俺のが埋め込まれていくよ」

「ん、ん……奥まで、きて……」

　ずぶずぶと太い幹が隘路をかき分けて埋められていく。濡れた媚肉は蠕動して、奥へ奥へと雄芯を導いた。

　ずんっと重い衝撃が腰の奥に響く。

　彼の楔がすべて埋め込まれた証だ。

「あ、あ……はぁ……」

　私は硝子に映る自分の淫蕩な表情と向き合いながら、膣内に咥え込んだ剛直をねっぷりと味わう。

　ずるりと玲音が腰を引くと、雄芯が抜けそうになるが、すべては引き抜かず、亀頭でヌプヌプと蜜口を弄る。

　そうされると甘い快感が湧き起こった。

　私は愉悦のままに淫らに尻を振る。

「あぁん……それ、感じる……」

「入り口は気持ちいいだろう？　奥と、どっちが感じる？」

　ずぷん、と一気に肉棒を突き上げられ、硬い先端で最奥を抉られる。

　痺れるほどの悦楽を味わわされた私は、背をしならせて顎を上げた。ぎゅっと硝子に胸の膨らみが押しつけられる。

「あはぁあ……ん、んぁ……どっちも……感じるの……」

「どっちもか。欲張りで可愛らしいユミには、全部あげよう」

　ズッチュズッチュと淫靡な音色を奏でた抽挿が始まる。

　蜜口から子宮口まで、極太の男根がねっとりと媚肉を舐め上げていく。

　腰を掴まれて激しい出し挿れを繰り返され、硝子にしがみついている私の体は淫らに揺れた。

「あん、あっ、あぅ、はぁ、あぁん、あっ、あっ……」

　パンパンと腰を打ちつけられる音に連動して、喘ぎ声も弾んだ。

　たっぷりと蜜壺を擦り上げられて、極上の快感に体がとろとろに蕩けていく。

　ぐっと腰を深く押し込んだ玲音は、先端で子宮口を穿った。小刻みに腰を打ちつけ、とんとんと感じるところを何度も突き上げる。そのたびに硝子に押しつけられた乳房は、乳首とともに、ぐりっと潰された。

「あっ、あん、そんなにしたら……あ、いく……いくぅ……」

「ユミ……中に出してもいいかい？　きみのすべてを、俺のものにしたい」

　耳元に吹き込まれた甘い囁きが鼓膜を撫でる。

　がくがくと私は頷く。

　私も玲音のすべてを受け止めたかった。彼の濃厚な白濁を、私の体の奥深くに注いでほしい。

「出して……中に……」

　そう呟くと律動は激しくなり、ズチュズチュと淫靡な音色を響かせて、熱杭は媚肉を擦り立てる。

　ずっぷりと快楽の沼に浸りきった体は、瞬く間に絶頂への階段を駆け上がった。

「はっ……あぁ……あ、いく……っ、あぁあぁん──……っ……」

　びくびくと腿を震わせて、きつく背をしならせる。体が甘い芯に引き絞られる凄絶な感覚に襲われたあと、ぶわりと心地よい愉悦に包まれる。

　きゅうと包み込んだ雄芯を引きしめると、子宮口にぴたりと宛てがわれていた先端が爆ぜる。

　濃厚な白濁が胎内に注ぎ込まれていく。

　彼の精液がしっとりと体の奥底を濡らしたことに、至上の喜びを感じた。私は名実ともに、彼のものになったのだというしるしに思えた。

　体から力が抜けた私は手をついていた硝子から、ずるりと滑り落ちた。

　その肢体を、玲音が素早く掬い上げる。

　彼は妖艶な笑みを浮かべて、ぐったりしている私の額にキスをした。

「疲れたかな？　すごく盛り上がったね。可愛かったよ」

「ん……」

　私の体を悠々と片手で抱きしめた彼は、残った泡をシャワーで丁寧に洗い流した。

　つう、と蜜口から零れた白濁が太股を伝い落ちて流れていく。

　それだけたくさんの子種を注がれたのだと思うと、羞恥もあるけれど嬉しかった。

　コックを捻ってシャワーを止めた玲音は、私の腰を抱く。まるで逃がさないように。

「せっかくだから薔薇風呂に入ろうか。ユミは足腰が立たないみたいだから、お姫様抱っこしようか？」

「う、ううん。大丈夫よ」

　立ちながら激しくセックスしたので足腰が痺れているけれど、バスタブまではほんの数歩の距離だ。

　私は玲音に腰を抱かれながら、一緒に湯船に入った。

　彼が私の腰を取って後ろ向きにしたので、逞しい胸板にもたれかかるような体勢で湯船に身を沈める。

　辺りには高貴な薔薇の香りが満ちていて、安らぎをもたらした。

　両手で花びらを掬い取ると、ふわりと柔らかな芳香が舞い上がる。

　私を後ろから抱いている玲音は、湯にたゆたう乳房をゆるゆると揉みしだく。

　緩やかな甘い後儀に、陶然として声が漏れた。

「あ……ん」

「可愛いよ。ユミの花園はどうなってるかな？」

　強靱な膝を割り入れて、私の脚を開かせた玲音は、秘所を指先でまさぐる。

　つぷりと、指を二本挿入されて、きゅんと蜜口が指を食いしめた。

「あぁん……感じちゃう……」

「まだずぶ濡れだ。このままイかせようかな」

　達したばかりの体は愛撫されたらすぐに熾火が燃え上がってしまう。

　濡れた媚肉は、ねっとりと彼の指をしゃぶっていた。

　玲音は指を浅く出し挿れして、きゅうきゅうに引きしまった蜜洞を擦る。

　空いたほうの手で、きゅっと乳首を抓られる。体中に広がる刺激に、私は腰を浮かせた。

「あっ、やぁ、指じゃいや……お願い、玲音のを挿れて……」

「いいの？　太いのできみの体を突き上げるよ？」

　私は、がくがくと首肯した。

　指だけでは足りない。もっと太くて大きな、愛しい玲音の肉棒がほしい。

　蜜口から指を引き抜いた玲音は、湯の中で私の腰を持ち上げた。

　猛った先端に、ぐちゅりと蜜口を宛てがう。

「あっ、ふ、あぅんん……あぁっ……」

　極太の男根が蜜口をいっぱいに押し広げて、ずぶずぶと膣内へ挿入されていく。

　空虚だった花筒は、ずっぷりと雄芯で満たされる。その充溢感に私は淡い吐息をついた。

「あぁ、すごい……玲音の太いので、いっぱいになってる……」

　きつく私を抱きしめて肩を甘噛みした玲音は、掠れた声で呟く。

「最高だ……。ユミのナカは至上の楽園だよ」

　感極まった私たちは、互いの存在を噛みしめた。

　抱きしめる玲音の腕にそっと手を添える。回された彼の強靱な腕が、背に触れている剛健な胸板が、そして花壺に埋められた楔、彼のすべてが愛しい。

　耳朶を舌で舐め上げた玲音が、耳元で囁く。

「動くよ。ユミのナカがきゅうきゅうに俺のをしめつけてくる。擦り上げて、きみを気持ちよくしてあげたい」

「あ……動いて。玲音の好きにして」

　そう答えると、逞しい腰が突き上げられる。

　ゆさゆさと彼の強靱な腿の上で私の体は躍った。

　そのたびに、ズンズンと獰猛な楔が濡れた媚肉を擦り上げる。

　チャプチャプと水面が揺れて、薔薇の花びらが散らされた。

「あぁっ、はぁ、あん、いい……きもちい……あはぁん……」

　淫らに体をくねらせながら、バスルームに嬌声を撒き散らす。

　ずくずくと蜜洞を突き上げる熱杭が、極上の愉悦をもたらした。

　獣のような荒い息を吐く玲音が、私の髪に頬ずりしながら甘く誘惑する。

「俺の人魚姫はなんて綺麗な声を出すんだ。もっと乱れて、啼いてごらん」

「あぁん、だめ、もうだめ……」

「どうして？」

　ぐずぐずに蕩けた体は、ずっぷりと肉棒に貫かれて、腰の奥に熱の塊を凝らせていた。それは今にも破裂しそうなほど膨張している。

「い、いく……イッちゃう……から……あぁ……」

「イッていいんだよ」

「だめ、だめぇ……」

「わがままな人魚姫はどうしたいのかな？」

　くすりと笑った玲音だが、腰の動きは緩めない。

　私は彼に囚われた薔薇の湯の中で淫らに踊る。

「玲音と、一緒に、イきたいの……」

　ひとりでは達したくない。彼と一緒にイきたい。

　玲音の腕に絡みつかれて、揺さぶられた私は、薔薇の花びらをまとわせながら願いを口にした。

「わかった。一緒にイこう」

　きつく私を抱きしめた玲音は、さらに腰を突き上げる。グチュグチュと凶悪な男根が熟れた内壁をたっぷりと舐め上げた。

　楔の先端が、ぐりっと子宮口を抉る。

　壮絶な快感に支配され、体の奥にある熱の塊が弾け飛ぶ。

「あっ、あっ、あぁん……あはぁ──……っ……ぁ……」

　瞼の裏が白い紗幕に覆われて、揺れる水面も花びらも、すべてが遠くなる。

　がくがくと揺れる体を、玲音の逞しい腕がしっかりと抱き留めていた。

「っく……」

　低い呻き声を上げた彼は、ぐっと最奥に突き入れた先端から白濁を放つ。

　彼の精を受け止めた私は、息を乱れさせたまま、強靱な肩に頭をもたせかけた。

　ちゃぷちゃぷと波打っていた湯が静まる頃、私たちの呼吸も整う。

「好きだよ」

「あ……」

　唐突に呟かれた台詞に、ぼんやりしていた私はなにも返せなかった。

　それは私がふたりの関係に悩んでいたときに、渇望していた言葉だったのに。

　首を巡らせて、玲音の顔を覗き込む。

　彼は髪から水滴を滴らせ、艶めいた色香をまとっていた。

「今言うなんて、ずるい……」

「そうだね。この抱き方だと、ユミの顔が見えないな。やっぱり向かい合って言いたい」

「私も、正面から抱き合いながら好きと言いたいの」

「じゃあ、今すぐに叶えよう」

　微笑んだ玲音は、私の鎖骨に貼りついた花びらを指先で摘まんだ。

『好き』は普段でも言いたい言葉だけれど、セックスのときに伝えるのは、特別な輝きを持っているような気がするから。

　私を抱きしめながらバスタブから出た玲音は、正面から向き合う。彼の真摯な双眸には私だけが映っている。

「好きだ」

「私も……好き」

　惹かれ合った私たちは自然にくちづけを交わした。

　甘やかな気持ちに満たされながら、長いキスを味わう。

　やがてそっと唇を離すと、バスルームの硝子扉を開けて、ふたりはパウダールームへ足を踏み入れた。

　薔薇の香りと花びらをまとわせた私に、玲音はふわりと純白のバスタオルをかける。

　彼が自分の分のバスタオルに手を伸ばした隙に、身を翻した私はベッドルームへ駆け出した。

「あっ、こら！」

　慌てた玲音の声が追い縋ってくる。

　私は追いかけてくる彼の手から逃れて、キングサイズのベッドに身を投げ出す。腰にバスタオルを巻いた半裸の玲音が、逞しい腕を伸ばして覆い被さってくる。

　彼の双眸は欲を帯びていたけれど、目元は緩んでいた。

「逃げ足の速い人魚姫だな。捕まえていないと、すぐに逃げ出してしまうから油断がならない」

「だって、体を拭きながらまた悪戯するつもりでしょう？」

「その通りだけどね」

　口端を引き上げた玲音にバスタオルを剥かれそうになり、私はごろんと体を回転させて避けた。ベッドの上を逃げ惑う私を、玲音は長い腕を伸ばして捕まえようとする。ふたりは笑い合いながら、広いベッドでもつれ合った。

「ほら、捕まえた」

　足首を大きな手に捕らえられる。

　這いずっていた私は、乱れたシーツと散らばった花びらの上でもがいた。

「あっ、そんなの……」

　足首を捕らえた玲音に、ぬるりと足の親指を舐められる。

　すると、ずくんと腰の奥が甘く疼いた。

「足の指も性感帯なんだよ。気持ちいいだろう？」

「あ……やぁ……ん」

　玲音は丁寧に足の人差し指と中指も舐め上げる。さらに指の股も、舌先で突いた。

　私の背筋をぞくぞくと甘い悦楽が駆け抜けていく。

「はぁ……ん……ぁん……」

　すっかり体から力が抜けた私は、逃げるのを諦めて陥落した。

　玲音は私の足の指のすべてをたっぷり舐めしゃぶると、満足げに微笑む。

「ちょうどこの体勢だから、シックスナインしてみようか」

「……え」

　腰のバスタオルを脱ぎ去った玲音は、私の腰を持ち上げた。彼は強靱な肉体を、私の体の下にもぐり込ませる。

　そうすると四つん這いになった私の眼前に、彼の猛った雄芯がそそり立つ。

　こくんと私は唾を呑み込んだ。

　彼の体に跨がるという淫らなポーズで楔を愛でるなんて、羞恥がよぎる。

　けれどそれ以上に、愛する人の中心をしゃぶりたい、気持ちよくなってほしいという願いが大きかった。

　そのとき、花びらをぬるりと濡れたものに舐め上げられる。

「あっ……ん」

　ベッドに仰臥している玲音が、舌で花襞を愛撫している。

　彼は両手で尻を撫で回しながら、淫猥に花びらを舐った。

「ユミも俺のを手で擦ったり、口に咥えたりしてごらん」

「わかったわ……私も玲音を気持ちよくしてあげたい」

　そっと楔に両手を添えて、ゆっくり擦ってみる。

　先端を口腔に含み、唇を窄めてチュプチュプと出し入れした。

　硬いのに柔らかくて、弾力のある雄芯はずっと舐めしゃぶっていたくなる。愛しい玲音のだから、そう思うのだ。

　私は舌を使って、ねっぷりと括れを舐め上げた。

　その間にも後ろでは、玲音が肉厚の舌で淫核を舐め回している。

　敏感なところを濃密に愛撫されて、たまらない快感が湧き起こる。

　そうすると雄芯への口淫がおろそかになってしまう。私は快楽に耐えながら、目の前の楔に集中した。

　ぐっと喉奥まで肉棒を呑み込む。

　とても大きくてすべては呑み込みきれないので、根元を手で擦り上げた。

　すると玲音が苦しげな声を上げる。

「うっ……ユミ、無理しなくていい」

「ううん。私がそうしたいの」

　唇と舌を使って、ジュプジュプと幹をしゃぶる。先端に喉奥を突かれるのが、心地いい。

　さらに手を伸ばして、袋を転がすと、後ろから玲音の切迫した息遣いが聞こえてきた。

　彼が気持ちよくなってくれているようで嬉しい。

　私はいっそう口淫に夢中になった。

　彼を愛撫しているだけで、昂った私の体からは、とろとろと愛蜜が溢れてくる。

　それを玲音は、じゅるりと音を立てて啜り取る。

　彼は愛芽を舌先で突くと、チュウ……と吸った。

　その刺激に、びくびくと私の腿が震える。

　今度は舌の広い部分でねっとりと舐られ、淫芽はぐずぐずに蕩けた。

「ん、ん……んく……」

　腰がぶるぶると震えて、快楽が頂点へ達しようとしている。

　淫核に凝った熱は今にも弾けそうだ。

　ジュッと愛芽をきつく吸い上げられて、私は喉奥に楔を咥え込みながらオーガズムに達した。

「ふ……んぅ……んんぅ──……っ……んくぅ……」

　びくんびくんと腰を震わせて、忘我の淵へ飛翔する。

　ずるりと口腔から雄芯が抜けて、銀糸を垂らした私は強靱な体の上に突っ伏した。私の腰を撫でた玲音は満足げな深い息を吐く。

「イッたね。ユミのフェラ、すごく上手だったよ」

「ん……でも、玲音をイかせることはできなかったわ」

　息を整えた私は身を起こした。玲音の体の上から退けようとするが、彼は私の腰を掴んで離さない。

「俺はきみの体の中でイきたいな。向きを変えて、俺の上に跨がれるかい？」

「騎乗位ね……」

「そう。俺の上できみが淫らに腰を振るところを見たいんだ」

　煽るような台詞を言われて、かぁっと頬が熱くなる。

　体の向きを変えて、玲音の強靱な体の脇に膝をつき、再び跨がる。割れた腹筋に手をつくと、彼は私の腿を撫でさすった。

「今夜は足を立ててみようか。膝をつかないで、屈むようにしてみるんだ」

「えっと……こう？」

　私は立ち上がると、ゆっくりと膝を曲げて屈んだ。

　中腰になると、彼の猛った先端が蜜口に当たる。

　ずぶ濡れの蜜口は、ぬるりと切っ先を呑み込んだ。口で愛撫していた楔を、今度は膣内でしゃぶるなんて、淫靡な行為に昂った体は熱くなる。

「腰を支えているから、そのまま屈んで」

「あ、あぁ……はぁ……」

　足をついた状態で、徐々に腰を落としていく。しっかりと玲音に腰を掴まれているので、逃れられない。

　ずぶずぶと猛った男根が膣内に埋め込まれていく。

　口淫して濡れていたためか、熱杭はスムーズに蜜洞に挿入されていった。

　自重により、ずんと最奥まで楔が突き上げる。

　奥を突かれる快感に、ほうと吐息を零した私は背をしならせた。

　膝を曲げて、割れた腹筋に手をつくと、より蜜口に咥えた剛直の猛々しさを感じる。

「こんな格好……恥ずかしい……」

「とても魅力的だよ。すごく可愛い。この体勢だと、より出し挿れしやすいんじゃないかな」

　私は、ゆるゆると上下に動いてみた。

　確かに膝をついている状態より、大胆に動けそうだ。

　玲音に支えられながら、私は腰を振って蜜壺に咥え込んだ肉棒を扱いた。

　ジュプジュプと淫らな音色を響かせて、蜜口から極太の楔が出し挿れされる。

「はっ……あ、あん……あう、あぁん……」

　ずん、と腰を落として奥まで呑み込むと、先端が子宮口を穿つ。淫らに腰を回して、媚肉で包み込んだ亀頭を捏ね回し、もっとも感じるところに当てた。

　下から私の痴態を見上げていた玲音は、愛しげに双眸を細める。

「最高だ。素晴らしい眺めだよ」

「あぁ……きもちいいの……」

　ずん、と下から突き上げられて、私の体が軽々と跳ね上がる。

「あっ！　あはぁん」

　玲音は逞しい腰を連続で突き上げた。

　グチュグチュと、つながったところからは、ふたりの淫液が溢れる。

　激しい律動に合わせて私は淫らに躍り、背をしならせた。

　そうすると膨らみが揺れて、乳首もふるりと揺れる。

　腰から手を離した玲音は、ふたつの紅い尖りを、きゅっと摘まんだ。

「あぁっ、やぁ、あぅん、あ──……っ……」

　ぐっと腰を落として、子宮口を抉る先端と、乳首からの愉悦を体中で味わう。

　甘い芯に脳天まで貫かれる。男の腹の上で、私は極上の悦楽を享受した。

　白い世界に没入した私はやがて翼を失ったように、がくりと突っ伏する。

　そこは地の底ではなく、愛しい人の逞しい胸板だった。

　玲音は、しっかりと私の体を抱き留めた。

　優しく髪を撫でながら、彼は甘い声で耳元に囁く。

「軽く達したかな？　最高に可愛いよ。俺も、イッてもいいかい？」

「イッて……私の中に、出して……」

　胸を喘がせながら答える。すると私を抱きしめていた玲音は、ぐるりと体を回転させて体勢を入れ替えた。ふたりの体はつながったままだ。

　私の背に、しっとりとしたシーツが触れる。

　猛々しい雄の表情を見せた玲音は、私の脚を抱え直した。

「いくよ」

　ズンズンズンッと、凄まじい律動に、私の体が浮き上がる。

　激しい抽挿で官能の渦に投げ込まれ、息もできない。

　ずり上がった体が腰を掴んで引き戻され、また熱杭を突き込まれる。

「あぁあ、あん、あっ、あう、すごい、玲音……あっ、あっ、いっちゃう……」

「イッていいよ。俺の腕の中で、最高の快楽に達するんだ」

　ずくずくと濡れた媚肉を擦り上げられる。楔が引き抜かれるときは、逃すまいとするかのように媚肉が絡みつく。そうして何度も抽挿が繰り返され、熟れた蜜洞はずっぷりと雄芯を咥え込んだ。

「ここが、ユミのいいところかな」

　とんとんと、小刻みに腰を蠢かせた玲音は、巧みに先端で子宮口を突いた。

　最奥にキスされると、意識が飛びそうなほどの快感が身を貫く。

「ふぁ……あ……いくぅ……」

「ああ、もう、イッてるかな」

　快楽漬けになった私の体は、ふわふわとした浮遊感に包まれていた。

　そこへ、ぐりっと切っ先で子宮口を抉られる。灼熱の衝撃に、溜まりきった熱の塊が弾け飛ぶ。

「あぁん、あぁ、あ──……っ……あっ、あぅん……」

　ぎゅっと手足を強靱な背と腰に絡めて、極上の快楽に身を浸す。

　胴震いをした玲音の先端が爆ぜ、欲の証が迸った。

　彼の精が体の奥まで注がれるのを、熱い肌を合わせながら感じ取る。

　私たちはしばらくの間、抱き合っていた。

　愛する人と事後に抱き合うことで、胸が多幸感で満たされる。

　幸せ……なんて幸せなの……。

　指先に触れる彼の肌を愛しさを込めて撫でさする。

　息を整えた玲音は顔を上げると、チュッと唇にキスをした。

「愛してるよ」

「私も……愛してるわ」

　微笑みを交わした私たちは、きつく抱き合い、互いの存在を確かめ合う。

　彼の息遣いも、汗にしっとりとした肌も、強靱な肉体も、すべてが愛しかった。そしてもちろん、愛情に満ちた彼の心も愛している。

　これからふたりはもう、離れることはない。

　左手の薬指に光るダイヤモンドの輝きが、永遠の愛を教えていた。




　翌月、私たちは出会った南の島のチャペルで、ふたりきりの結婚式を挙げた。

　こぢんまりとしたチャペルには、純白のタキシードをまとう玲音と、マーメイドスタイルのウェディングドレスを着た私、そして牧師の三人だけ。

　玲音は私を両親に紹介して、「結婚する相手は由美子さんしかいない」と説得してくれた。

　息子の固い決意は揺るがないだろうと、彼の両親は結婚を認めてくれたのだ。

　まさか一般的な会社員の私が、灘波グループの御曹司の夫人になるなんて想像もしなかったけれど、これからは彼を支えて、ともに人生を歩んでいきたい。

　祭壇の前で私と向き合った玲音は、きりりと表情を引きしめて私を見つめる。

「俺にはきみしかいない。これからは夫婦となって、ずっと一緒に暮らそう」

「私にも、あなたしかいないわ……。これからもよろしくお願いします」

　感極まった私の眦から、涙が溢れる。

　それを指先で拭った玲音は微笑んだ。

「嬉し涙かな？　俺の花嫁」

　私は純白のウェディングブーケをぎゅっと握りしめ、こくりと頷く。

　玲音の花嫁になることができて、喜びに胸がいっぱいになる。

「嬉しいの……あなたの花嫁になれるなんて、夢みたい」

「夢じゃないよ。俺の顔を見て。そして、指輪を見てくれ」

　涙に濡れた目を、私はまっすぐに玲音に向ける。

　愛する玲音の新郎の装いは、彼の美貌を際立たせていた。

　彼は、今日から私の旦那様になる。そして私は奥さんだ。

　新しいふたりの肩書きが、これからの人生を祝福に導いているようだった。

　玲音は台座から白銀の指輪を摘まんだ。それを私の左手の薬指に、そっとはめる。

　刹那的な出会いだと思っていたけれど、私たちの愛は永遠へと続いていくのだと、指輪の輝きで実感した。

　私も台座から大きめの指輪を摘まみ、左手を差し出している玲音の薬指にはめる。

　結婚指輪の交換は、私たちの絆を、より強く結んでくれた。

　愛しげに双眸を細めて私を見つめた玲音は、私の肩を優しく抱く。

「愛している」

「私も、愛しているわ」

　ふたりは誓いのくちづけを交わした。

　チャペルの窓の向こうには晴天が広がり、いくつもの白い鳩が羽ばたいていった。







あとがき








　濃蜜ラブルージュでは初めまして。沖おき田た弥や子こと申します。

　このたびは『一夜の過ちのお相手は肉食御曹司でした　～淫靡な激愛は再会から～』をお読みくださり、ありがとうございます。

　今回の物語は、南の島のワンナイトラブから始まるロマンチックな恋愛をテーマに書いてみました。

　旅先で理想的な異性に親切にされたら高揚しますよね。

　かくいう私も、バンコクへ旅行に行ったとき、ホテルのエレベーターに乗ったら宿泊する階のボタンが押せなくて困ったことがありました。そのとき、横にいたアジア系のイケメン男性が自分のカードキーを認証リーダーにかざしてからボタンを押し、「こうするんだよ」と言うように見せてくれたのです。

　ファランだらけのエレベーター内で「あーそっかぁ！」と日本語で大喜びする私。そしてすぐ、とある階に到着したエレベーター……。お礼も言わない私を、彼は焦ったように何度も振り返っていました。ファランの男性が小さく「ｈｕｒｒｙ（早く降りろよ）」と呟いたので、彼は箱を降りていきました。

　恋は始まりませんでした……。

　そんなときに、笑顔でサンキューと言えるよう、心構えしておかないといけませんね！

　私は大失敗でしたが、本作では、もし旅先で濃密な恋が始まったら……というロマンスを叶えましたので、お楽しみいただけましたら幸いです。




　最後になりましたが、濃蜜ラブルージュの担当編集様、そして本作にかかわってくださった方々に深く感謝を申し上げます。イラストを描いてくださった、浅あさ島じまヨシユキ様、ふたりの麗しさと美しさに感激いたしました。

　そして読者様に心よりの感謝を捧げます。

　願わくば、みなさまに濃密な甘いラブが訪れますように。






沖田弥子
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